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主 催 者 挨 拶 
 

失礼いたします。ご紹介賜りました、市長の原でございます。主催者を代表いたしまして、一言

ご挨拶を申しあげます。 

本日は大変お忙しい中、第 15回目を迎えました全国水の郷サミットに、大勢の関係者の皆さま、

そしてまた、全国各地からたくさんの方にお越しいただきまして開催できますこと、本当に心から

お礼申しあげますとともに、各地からお越しの皆さま、心から歓迎を申しあげたいと思います。 

 

徳島市は大河・吉野川をはじめまして、大小 138の河川が網の目に巡っているまちでございまし

て、水辺環境の親水事業や市民の水環境保全に対する活動などが評価され、平成 7年度に国から「水

の郷」の認定を受けております。その後も、川を生かしたまちづくりに全力で取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 

本市の中心部である内町地区は、ちょうどこの会場前を流れる助任川と、それに隣り合う新町川

に囲まれた地区で、その地形が、上空から見るとひょうたんの形に見えること、また、かつてこの

地区に「瓢箪島」と呼ばれる地名が存在していたことから、「ひょうたん島」の愛称で親しまれて

おります。 

本市では、この「ひょうたん島」を重点整備地域とする「ひょうたん島水と緑のネットワーク構

想」を策定し、県と共同で、これまで親水公園や遊歩道、護岸修景等の整備を行ってまいりました。 

また、本日ご出演いただいております、ＮＰＯ法人・新町川を守る会の中村理事長をはじめ、多

くの市民の皆さまの協力によりまして、清掃や周遊船の運航が行われるなど、行政と市民が一体と

なって数々の水辺の魅力づくりに取り組んでまいりました。 

 

現在、本市では、徳島が世界的なＬＥＤの先進地であることから、これまで整備してきた水辺を

ＬＥＤの「光」で彩る、新たな魅力づくりに取り組んでおります。 

平成 19 年度からは、ひょうたん島周辺の公園や橋の景観整備に取り組んでいるほか、来年４月

には、ＬＥＤアート作品で街を彩る「ＬＥＤアートフェスティバル」の開催を予定しております。

今後、公共工事にもＬＥＤを取り入れて、光が水に映えるまちづくりを行っていきたいと思ってお

ります。 
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今回のサミットでは、「水×人－まちは、水ともっと仲良くなれる。－」をテーマに、法政大学

の陣内教授から、水を生かしたまちづくりの世界的な成功例などに関する基調講演をいただくほか、

全国各地の水辺でご活躍されている方々から、日頃の活動事例やご苦労された点、その改善策など

を紹介していただきます。 

まちと水をもっと仲良くしていくために、私たちは水とどのように関わっていけば良いのか、ど

のように水を生かしたまちづくりを進めていけば良いのかといったことにつきまして、ご参加の皆

さまとともに、一緒になって考えてまいりたいと思います。 

 

最後になりましたが、ご出演をいただきます皆さま、また、本日お招きしております谷本部長さ

んをはじめ、サミットの開催に当たりまして多大なご尽力をいただきました、国土交通省や関係者

の皆さまに感謝申しあげますとともに、本サミットが実り多きものとなりますことを心から祈念い

たしまして、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。 
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来  賓  挨  拶 
 

国土交通省水資源部長の谷本でございます。本日は、この第 15 回全国水の郷サミットにたくさ

んの方がお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 

はじめに、水資源部という聞きなれない名前でございますので、どういう仕事をしているのかと

いったことにつきまして、簡単にご紹介させていただきます。 

名前のとおり、わが国の水の供給と消費のバランスをどうしていくのかという政策を受け持って

いる、堅苦しく言うとそういうことでございます。四国にも早明浦ダムという大きな水がめがござ

いますけれども、この一つの水がめに 4つの県が依存して暮らしております。ですから、この早明

浦ダムの水が減ると、四国全体が厳しい状態になるということでございます。あまりニュースでは

報道されておりませんが、現在でも沖縄の一部では、一日おきにしか水が出ない隔日断水という渇

水が続いております。 

 

振り返りますと、我々が子どもの頃はまだ、沢水を飲んで、手押しのポンプで水を汲むという生

活が当たり前でございました。現在は、水道設備等が充実しまして、蛇口をひねれば水が出るとい

う生活に慣れております。今のお子さんたちは、そういう生活しかしたことがありません。 

これが仮に、ひどい日照りが来て、水が出なくなったときにどういうことが起こるのか、また、

そうならないためにどうすれば良いのかといったことを政策的に勉強していく、また、実際に水道

あるいは農業用水を確保する事業をしている人たちと連携して推進していく、そういった仕事をし

ております。 

 

その関連で、水を開発するといいますか、放っておけば海に流れてしまう水を一旦貯めて、飲み

水や農業用水に使う装置としてダムというものがある訳でございますが、ダムが造られる郷という

のは土地を提供して、大きな湖になります。それによって、下流のまちが洪水から守られたり、あ

るいは安心して水が飲めたりする訳でございますけれども、その土地を提供して水源になった村々

は過疎化や少子高齢化といった波の中で、まちづくり、まちの経営が非常に厳しいというのが現実

でございます。 

 

こういった水源地域のまちの活性化も、我々の仕事の一つでございまして、そういうことからこ

の水の郷サミットもお手伝いをさせていただいている訳でございます。 
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昔は各地の持ち回りで開催されておりましたが、ここしばらくは東京で開催しておりました。先

ほど市長さんからのお話もございましたように、徳島市が水の郷の認定を受けておられること、ま

た、市制 120 周年ということもありまして、徳島市がうちのまちで開いてやろうということで手を

挙げていただきまして、久しぶりにこうして現地で開催することができました。 

ご尽力いただきました市長さんをはじめ、皆さま方に感謝を申しあげたいと思います。 

 

また、今、申しあげました経緯と、今日お話いただく内容は、少しトーンが違うのかもしれませ

ん。 

水に関わるということでは大きく括られていますけれども、どちらかというとまちの中の水、ま

ちの近くの水、あるいは手に触れられる水、そういった事例紹介の中から、水と我々の暮らしの関

わりについての事例報告やご議論がされると伺っております。 

いずれにしろ、水というのは我々の生活に欠かせないものです。どうせなら楽しく付き合って、

仲良くしていける方が良いに決まっておりますので、そういった知恵を一つでも、二つでも新しく

身に付けて皆さん帰っていただければ、今日、このサミットを開いた成果が十分あったのではない

かと思います。 

 

私も個人的に、大いに期待しております。本日のこの会議が、無事、成功裏に終わることを心か

ら祈念申しあげまして、私からのご挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。 
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基調講演 

川を活かし、水に親しむまちづくり 

法政大学デザイン工学部建築学科 教授  陣内 秀信 氏   

 

 

 

 

 

 

 

どうもこんにちは。この度は、水の郷サミッ

トにお招きいただき、本当にありがとうござい

ます。 

お伺いしたところ、ここ 3 年間は東京で開催

されていたものが、再び水の郷の問題に実際に

取り組んでおられる現地に集まって議論しよう

という、非常に価値ある会だということです。 

とりわけ今回、後からご報告される皆さん方

は、日本の中でももっとも先進的な、まさにこ

の領域で華やかに活動されている方々で、そう

いう知恵と経験をもった皆さんとの話し合いに

私も加えさせていただけること、大変嬉しく思

っております。 

そもそも、私自身が学生のころ、ヴェネツィ

アに留学しまして、その時、本当に水の都市と

いうのは良いなと、つくづく体で感じました。

1976 年の秋に日本に戻ってきまして、今は法政

大学で教壇に立っております。 

東京の都市を歴史的、文化的な視点から捉え

直そうという活動をしている中で、実は東京も、

大阪と並んで水の都市だったということに気が

付いて以来、俄然おもしろくなりまして、その

頃から船で学生たちと街を周るということをや

ってきました。 

今回のご当地、徳島は、以前から水の復権と

いいますか、みんなで水をきれいにして、活用

しようという活動が盛んな地域で、船を走らせ

るなど非常に遊び心のある、日本のまちが、水

と仲良くしながら魅力的になっていくお手本を

示してくださっているということを聞いており

ます。以前お訪ねしたとき、何人かの仲間と中

村英雄さんの船に乗せていただき、ご案内して

いただきまして、本当に感銘を受けました。 

そういう全国のトップで活躍されている方々

のお話を伺える訳ですけれども、その前に、少

し自分の海外での経験、そして東京での取組を

ご紹介していきたいと思います。 

 

ご覧いただいている水辺の絵ですが、去年、

学生たちが設計演習で取り組んだワークショッ

プのものです。イタリアの建築学部の人たちと、

日本の 3 大学の建築学科が組んで、風景の再生

に取り組みましたが、私たち法政大学は、品川・

東京大学大学院工学系研究科修了、工学博士。専門はイタリア建築史・都市史。イタリア政

府給費留学生としてヴェネツィア建築大学に留学、ユネスコのローマセンターで研修後、東

京大学助手を経て現職。86年パレルモ大学契約教授、95年トレント大学契約教授。2005年ロ

ーマ大学契約教授。サントリー学芸賞、建築史学会賞、地中海学会賞、イタリア共和国功労

勲章などを受賞。主な著書に「水の東京」（編著）「ヴェネツィア水上の迷宮都市」など多数。 
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芝浦の水辺を対象としました。 

その時に学生が描いた、大変楽しい絵なので、

今日の「川を活かし、水に親しむまちづくり」

にピッタリかなと思い持ってきました。 

現実はこうではなく、高層ビルが並んでいて、

さびしくて、水の上には船がいません。それで

は困ると。もっとこういう風に変えていきたい

という若者の夢を託した、そういう絵です。 

 

今日はこの後、4 つの事例報告がありまして、

みんな船を活用しているおもしろい例ばかりで

すが、世界を見ていくと、今でも船に頼ってい

るというか、上手に活用して、生き生きと暮ら

しているまちがたくさんあります。 

そのまちに行くと、船に乗って水の側から都

市を見ます。我々は、ずっとそのスピリットを

忘れていました。みんな陸の側からの発想にな

ってしまいましたが、本当は、まちへのアプロ

ーチも、川や海の側から行くものでした。 

そしてまちに入ると、ビジネスから遊びから

宗教まで、舟運が色々な役割を果たしていまし

た。 

左上がアムステルダム、左下がヴェネツィア、

真ん中が蘇州、右下はバンコク、右上が日本橋

です。 

 

 

 

 

 

 

ヴェネツィアが水の都というのは当たり前の

ことですが、ヴェネツィアに学生時代行ってみ

て暮らしていると、水の良さ、水の都市の良さ

というものが分かってきます。 

色々な観点から、水の都市の価値というのは

あると思いますが、左に書いてある言葉が、日

本も豊かになって、もっと魅力的なまちをつく

っていきたいというときに出てきたキーワード

だと思います。 

ヒューマンスケールの都市とか五感の都市、

祝祭都市、エコシティ。こういうものをヴェネ

ツィアはずっとキープしてきて、結果的には近

代都市が失ってしまった良い物をみんな持って

います。それが世界の人々を魅了し、みんなが

ここを訪ねて水の都市を体感するということに

つながっていると思います。 

 

まず、今日も大きなテーマになると思います

が舟運です。 

ヴェネツィアでは、本当に多彩な船が活躍し



基調講演「川を活かし、水に親しむまちづくり」 

第 15 回全国水の郷サミット開催報告書 2009.10.15 7 

ています。伝統的にゴンドラとか手漕ぎの船が

多かった訳ですが、今もたくさんあります。エ

ンジンが付いて、近代には舟運がもっと活発に

なり、人間の行動範囲が広がります。 

左上は水上バスです。水上バスは、定期便が

くまなく巡っています。左下は水上タクシーで

す。 

今日は、広島の雁木タクシーの例をご紹介い

ただけますが、大阪でも水上タクシーは運航さ

れておりますし、横浜でも去年、実験的に運行

が行われました。東京は残念ながら、少し出遅

れていますけれども、やれば絶対に成功するの

ではないかと思います。 

ヴェネツィアの場合はタクシーが本当に便利

で、飛行場からヴェネツィアのまちにボートで

入って、ホテルまで水上タクシーで着いてしま

います。このタクシーの乗り場があちこちにあ

ります。もちろん、マーケットに物資を搬入す

るのにも船が使われます。 

 

これが水上バスの運行図です。急行から鈍行

まで色々なルートがあって、周辺の島にも行き

ます。 

イタリアの鉄道は時間が不正確で困ってしま

うという話をよく聞きますが、ヴェネツィアの

水上バスは非常に正確です。本数は少なくなり

ますが、24 時間運航していますので、非常に便

利でどこへでも船で行くことができます。 

実はヴェネツィアには、左上の方に鉄道が入

ってくる駅と、バスが入ってくるターミナルが

ありますが、あとは歩くか船しかありません。

歴史的にも馬の通行を禁止したほどです。 

もちろん、近代には不便だとか時代遅れだと

か見られたこともあったかもしれませんが、本

当に水と上手く付き合ってきました。 

かつては、一部の運河を埋めたこともありま

したが、その失敗に気がついて、今では水を大

切にし、水の循環を大切にしています。 

水循環は、今、日本でも非常に大きなテーマ

となっています。水質をキープし、そして活用

するということです。もちろん、水害からどう

守るかという大きな課題もあります。 

 

それから、日本も信仰とつながっているとい

う点で同じですが、ヴェネツィアには歴史的に

培ってきた水との深いつながりがあります。 

ヴェネツィアの場合は、海との結婚というこ

とで、神話的世界で中世から現在までずっとつ

ながっていて、今も右下のように 5 月にパレー

ドが行われています。 
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水際の空間の利用の仕方というのは、時代に

よって当然変わります。 

ヴェネツィアもかつては、東方貿易の船がど

んどん入ってきて物資を荷揚げしていましたの

で、こういう大運河沿いの館は、みんな荷揚げ

をする倉庫、そして取引をする交易センターで

した。 

ですが、段々その役割はなくなって、むしろ

文化を発信する、人を招いて楽しむということ

が中心になってきます。このカナルグランデも、

水上の劇場のようになっていきます。 

そして、建築も橋もデザインが変わり、最近

では、水辺に色々なカフェテラスが出ています。 

このように時代に合わせてみんなが使いこな

し、大切にしてきました。 

 

せっかく川があり、運河がある訳ですから、

水面が色々なことで頻繁に使われていなければ

なりません。 

ヴェネツィアの水面を 1 年通して観察してい

ると、本当に色々な使い方がされています。 

これは 9 月の第一日曜日に行われるレガッタ

の大会で、まちをあげて盛り上がります。全国

ネットでテレビ中継もされます。色々な出し物

があり、歴史的なパレードも行われるというこ

とで、市民がみんな熱狂します。もちろん観光

客もたくさんいます。これが秋の訪れ、夏の終

わりを告げる歳時記になっています。 

このイベントで重要なのは、周りの建物のバ

ルコニーにみんなが鈴なりに集まって、まち全

部が劇場のようになることです。 

一般のお客さんは、水際に仮設の観客席が出

来ますので、チケットを買って見る、あるいは

あちこちにただで見ることができる隙間のよう

な場所があるので、そこにみんな集まります。 

かつては、ここから東方の物資がどんどん荷

揚げされていましたので、とてもこんなことは

できませんでした。 

こういうことは、むしろ 1930 年ごろからでき

るようになりました。ホテルの前にテラスを出

して朝食を優雅に水辺で楽しむ、これはむしろ

近代がやり始めたことです。 

 

こういう水上のカフェテラスで、大学生も授

業をエスケープしてここでのんびりとくつろい

でいます。市民は、こういう何でもない手漕ぎ

のボートを楽しんでいます。 

背後にある上の建物は、パラディオという世

界でも最も有名なルネサンスの建築家がつくっ

た教会です。こういう文化財が、さりげない風

景の中で日常の舞台をつくっています。 

そして何よりも、みんなが水辺をエンジョイ

するということです。 

これは一朝一夕にはできませんが、日本には

その伝統がありました。大阪の天神祭も後でご

紹介しますが、千年も続いているお祭りだそう

です。ヴェネツィアにも、実はそのぐらい続い

ている水上のお祭りがたくさんあります。 
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これもパラディオが設計した 16世紀の教会で

すが、お祭りのときにはこういう仮設の参道を

架けます。あっという間に組み立てて、お祭り

が終わるとまた 2日後には撤去します。 

渡り初めがあって、前夜祭ではみんなが夕暮

れ時から船を仕立てて集まって、花火を打ち上

げます。深夜 11 時ぐらいに花火が打ちあがりま

すが、それまではみんな、お酒や食べ物を自分

たちが仕立てた船で楽しみます。 

我々のグループは、夜の闇の中で目立つよう

にということで、全員白づくめの衣装で行きま

した。真っ暗になってサーチライトが照らされ

ると、我々のグループは真っ白に浮かび上がっ

て、非常に幻想的でした。効果満点でした。 

 

そして、暮らしの中にも水がつながって欲し

い訳です。元々、水辺に住むということがヴェ

ネツィアでは当たり前でした。 

もちろん水害から守るということは考えなけ

ればいけませんが、ヴェネツィアでは、こうい

う風に最近の集合住宅でも船が下に入れるもの

さえ造ってしまっています。 

 

ちょっと視点を変えて、今度はむしろ日本に

近い例として、ミラノをご紹介します。 

ミラノと言えば、ファッション、デザインの

メッカとして 80 年代以降、日本でも大変人気に

なりました。女性誌もしょっちゅう特集されて

います。 

でも、実はミラノで一番の人気スポットは、

このナヴィリオという運河です。20 年以上も前

から人気のスポットですが、今でも人気は衰え

ません。 

レオナルド・ダ・ヴィンチが右下のように、

ルネサンスのころミラノを水の理想都市として

構想し、そのスケッチを残しています。 

運河が巡り、ロックゲート、この閘門
こうもん

で水位

の差を利用しながら、ぐるぐる回っていくとい

う都市をレオナルド・ダ・ヴィンチが提案して

います。 
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この構想に基づいて、ミラノは水の都市をつ

くってきましたが、東京や大阪と同じように、

かなりの運河を埋めてしまいました。 

しかし、3系統ぐらい残っていましたので、そ

れを 20 年、30 年かけて、行政、市民、専門家が

一体となり、持続的に努力して、これを再生し

ました。 

今日、お話のある柳川やご当地の徳島は、市

民の方々の大変な努力でドブさらいからおやり

になったということで、ある意味でミラノが 30

年かけて積み上げてきた、川を利用する、運河

を利用するという動きと非常に似ているのでは

ないかと思います。 

 

夜は開放的な屋外のレストランがずらっと並

んで、労働者が住んでいた住まいが、ちょうど

今のアトリエやギャラリー、洒落たアパートな

どにピッタリということで、非常に人気のスポ

ットになっています。 

こういう川からはじまって、周りの住空間、

景観、そして商業施設、すべてのまちづくりに

つながってこそ、人々が集まってくる人気スポ

ットになります。それがまちの経済の活性化や

イメージアップにつながる。 

そういう意味では、このミラノのナヴィリオ

の成功というのは、非常に示唆的ではないかと

思います。 

 

そういう動きは、今、イタリアでは南のほう

に下りていっています。 

イタリアは長靴のような形をしていますけれ

ども、南の方では、海を利用しながら非常に良

いまちが戻ってきています。 

これはトラーニというまちの海沿いで、元々

は交易の港でした。 

日本でも鞆の浦とか瀬戸内海の港はみんな漁

港になってしまいましたけれど、ここも同じで

す。だけどプレジャーボートがあり、この辺が

蘇ってきました。 

 

夜、こんな風に水辺を歩く楽しみを求めて、

みんなが集まってきます。 

どうして水辺に価値があるのか、どうして水

辺が良いのか、どうして人を引き付ける魅力が

あるのかということを、本当に考えさせてくれ

ます。 
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続いてはアムステルダムです。 

ヴェネツィアの時代は中世から 16世紀までで、

世界都市という観点から言いますと、ブリュー

ジュからアムステルダムに比重が移ります。そ

の次はロンドンで、17 世紀から 18世紀まではア

ムステルダムの時代です。 

アムステルダムは、ヴェネツィアのようにイ

レギュラーな迷宮ではなく、運河を本当に計画

的に造った、まさに水の理想都市です。 

 

船がたくさん来て、東インド会社の交易で栄

えました。運河の中に立派な倉庫がたくさんあ

ります。右上が東インド会社の交易に活躍した

倉庫です。 

この倉庫は、建築の造り方からすると格好良

い訳です。アトリエとか、ギャラリーとか、レ

ストランとか、ちょっと気取った住宅にするの

に格好の建築物です。 

70 年代に、こうした倉庫を壊してしまおうと

いう議論もありましたが、頑張ってキープして、

今や大変な人気となっています。 

やはりアムステルダムも、港の機能は外に出

ましたので、船が入ってきて荷揚げする場所は

必要なくなりました。 

その代わりに、この水辺を豊かに利用するこ

とができるようになりました。 

 

驚くのはボートハウスです。 

ボートハウスというのはパリにもありますが、

アムステルダムの場合は、岸辺に荷揚げをする

必要が無くなったので、こうしてボートを浮か

べて、船の上で優雅に暮らしています。もちろ

んガスも電気も水道も入っています。郵便も届

きます。そういういう訳で、本当に快適なボー

トハウスが岸辺に並んでいるという使い方です。 

車が入りますし、物を運ぶ本当の意味での舟

運というのは必要なくなりましたが、プレジャ

ーボートや観光船、文化的な目的として、現代

的な利用の仕方で船がたくさん行き交っている

訳です。 
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もっと驚くべきなのは、近代の港湾ゾーンで

す。この辺が旧市街になりますが、近代に港湾

や工場が埋立てを進めて広がっていきました。 

今、まさに注目されているのはこの辺りで、

港湾や工業で使われた埋立地が用途を変更して、

新しい住宅地に変わっています。 

 

ここもフェリーが行き来していますが、この

フェリーは本当にびっくりします。 

あちこちの桟橋から連続的に船が出て行って、

到着するとパッと前面が開いてオートバイや自

転車がたくさん出てきます。すごい勢いで機能

的に動いています。 

もちろん通勤、通学にも使っていますが、こ

うした取組は日本の都市、大阪や東京でもでき

るのではないかと思います。 

 

そして、そういうターミナルを造ろうという

設計図です。 

こういう風に工業用の埋立地だった訳ですが、

そこの用途が変わってくるときに、マスタープ

ラン、グランドデザインのコンペティションを

やって、素晴らしい案を採用し、個々の建物は

違う建築家がデザインしました。低層、中層で。

そして、足元には船が着けます。 

 

もちろん少し手前のところに水門があって、

水位のコントロールはされていますが、こうや

って意欲的に水辺に住むということが行われて

います。 

 

もっとトラディショナルで我々に近いアジア

の例をご紹介しますが、バンコクです。 

バンコクも大好きなまちなので、何回か行っ

て実測調査までやりました。 

これは自分たちが泊まっていた高層ホテルか

らの眺めですが、チャオプラヤ川の水運はすご

いですね。 

物を運ぶ船やフェリーがたくさん行き来し、

観光船も通っています。 
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これがフェリーの船着場で、こういう船が渡

しています。 

大きな橋がありませんので、こうして船が今

も利用されていて、本当に水と親密な関係を築

いています。 

今日の私のタイトルも水に親しむまちづくり

とあって、どの程度日本人にとって水が親しい

のかということは非常に重要なテーマだと思い

ます。 

ヨーロッパ人にとって水は、どちらかという

と見る水辺になってしまいましたが、日本人の

場合は、水の中に降り立って、そこで禊
みそぎ

をする、

あるいは屋形船で楽しむという、非常に水と密

接な文化があるはずです。アジアでは、宗教的

にもそういった傾向が強いと言えます。 

バンコクでは、朝シャワーを浴びる代わりに

水に飛び込む習慣があります。若くてきれいな

女性もそうしている姿を見るとドキッとします。

そのくらい水と身体が近い関係にあります。 

 

それからびっくりしたのは、陸が渋滞してし

まうので排気ガスがものすごいことです。バス

に乗っている人が、みんなハンカチで顔を押さ

えているぐらいに大気が汚染されています。 

その渋滞を緩和するためにこの水上バスを走

らせたところ、これが大変人気で、みんな旧市

街の中を行く運河の水上バスを利用しています。 

これは伝統的なお茶屋さんですけれども、船

をそのまま横付けしてお茶を飲んでいくという

ことで、こういう建物も実測調査をしました。 

 

次はいよいよ東京ですが、冒頭にもお話しま

したとおり、東京は水の都市だった訳です。 

 

橋の袂はエキサイティングな空間でした。 

おそらく徳島や大阪でも、歴史的にはそうだ

ったと思います。これは両国広小路ですが、こ

んなに船がたくさん浮かんでいました。 

東京ですべての船を集めて水上パレードやタ

イムを競わない船の市民マラソンなどを東京で

もやれたらとみんなで夢を語り合っています。 
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東京の川には色々な役割がありました。 

もちろん物を運ぶ経済活動としての舟運につ

いては、大坂や知多半島辺りからもたくさんの

船が来ていましたし、もちろん関東の首都圏、

千葉県からもこの江戸の橋にどんどん船が入っ

てきていました。 

ただ、そういう経済活動とか実利的なことだ

けではないというのが、東京の本当にすごいと

ころです。 

 

これが何だかお分かりですか。 

お台場公園のビーチから都心を見ているとこ

ろですが、何とこれ、12、13 艘の船が品川から

水上パレードをして、ここに辿り着きつつある

風景です。背後は高層ビルの都心です。 

 

これは何かと言いますと、品川に古代からあ

る荏原
え ば ら

神社で毎年続けられてきた、海中渡御
と ぎ ょ

の

風景です。 

遠浅の砂浜が品川にあったときには、品川で

やっていました。段々と近代化に伴う開発でだ

めになってきて、どんどん追い立てられて、こ

っちの方にやってきたということで、もう何年

も前からここでやっています。 

これは本当に感動的で、現代の東京の都心の

真ん中でこういう儀礼をやっています。 

やはり水を回復させるために、水循環と水質

を何とかしなくてはいけないというのが大きな

テーマだと思います。全国各地でそういう取組

が進められていると思いますが、東京でも少し

ずつやっています。 

 

この海も良くなってきていまして、今は潮干

狩りもできます。本当は遊泳禁止のところみた

いですが、ついつい遊んでしまいます。 

このぐらいまで水質が戻ってきました。 
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我々もよく、このＥボート大会をやります。 

1,200 人が 9 月末に集まってやっていますが、

なかなか良い光景でしょ。現代のレインボーブ

リッジと都心の超高層、そして雄大な歴史的遺

産であるこのお台場を舞台にやる訳です。 

 

自分も必死に漕いでいますが、このときはお

隣の昭和女子大のチームに 1 秒差で負けてしま

いました。ともかく、本当に東京でも水辺が段々

と楽しみの場に変わってきました。 

 

本来、水辺は日本人にとって、本当に楽しめ

る場所でした。 

こういう芝居小屋も、大阪の道頓堀がまった

く同じ空間を持っていて、今も大阪の人たちは

道頓堀を生かしている訳ですが、残念ながら東

京はこの運河を埋めてしまいました。 

ただ屋形船はすごくて、東京には今、ものす

ごい数の屋形船があります。江戸時代より今の

ほうが、屋形船を楽しむ人は多いと思います。 

 

そして、これから目標にすべきことは、水上

バスのもっともっと系統的な展開です。 

これは昭和初期の東京における水上バスの路

線図ですが、まるでヴェネツィアのようでした。 

こういうフローティングの乗り場は、新橋の

内側のところですので、本当にヴェネツィアと

よく似ています。この水上バスは、途切れるこ

となく細々と続いていたみたいですが、本当に

水が汚れ、臭くてみんなハンカチで顔を押さえ

ているような写真も残っています。 
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昭和初期の東京の水辺も、なかなか良かった

と思います。 

日本の水辺というのは、実は江戸時代だけが

良かった訳ではなくて、近代にも良い空間をた

くさん作り上げました。ここのところは思い起

こす必要があります。 

福岡に行っても中州の周りにいい建築があり

ますし、新潟にもあります。橋や広場が、水辺

を生かしながら作られていた時代があった訳で

すけれども、そのことをすっかりみんな忘れて

しまいました。 

 

水辺を忘れた時代、否定した時代は、60 年代

です。 

東京オリンピックの前に、都市を慌てて近代

化するために、埋立てをどんどん進めたという

こともあって、受難の時代が続きました。 

 

そして、こんな姿になってしまいました。 

先ほどバンコクの写真を見ていただいたとき

に、交通渋滞の排気ガスでバスに乗っている人

がみんなハンカチで顔を押さえているという話

をしましたが、東京もこんな状態でした。 

最悪だったのがちょうど 1964年ごろで、その

直前にはこんな柳橋の光景がありました。 

これは、こういう類の料亭が今も残っている

築地の「治作
じ さ く

」という料亭ですけれども、ここ

にもカミソリ護岸ができてしまいましたので、

今は水を見ようと思えば二階の座敷に行かざる

を得ません。かつては新内
しんない

流しが来ていました。 

 

でも我々はあきらめずに、水からの調査を 80

年ごろからやっていまして、もう 30 年近くもこ

うやってウオッチングを続けています。 

段々と水辺がおもしろい、価値があるという

ことを皆さん分かってきて、今では水辺を取り

戻そうという色々な動きが東京も活発になって

きています。 

 

幸いなことに、70 年代後半から水辺が蘇って

き始めました。みるみる内にそういう動きが出

てきました。 
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やはり水質が良くなると魚が戻り、人間も戻

り、花火やレガッタなどのレクリエーションが

もう一度復活します。 

そして、新しい近代の物としてお台場公園が

整備されました。これはウインドサーフィンを

しているところですが、こうした新しい試みも

入ってきます。 

 

伝統的な物としては、屋形船がものすごい勢

いで復活しました。 

東京の中には漁師のコミュニティがたくさん

ありました。そういうところが補償金をもらっ

て陸にあがってしまった訳ですけれども、船宿

を継承する、あるいは釣り船を経営するなどし

ていたのが、70 年代の後半からは屋形船に変わ

っていきます。 

これが大ヒットして、今ではあちこちに屋形

船があります。 

 

それから、段々と倉庫が余ってきて、それを

利用してギャラリーやレストランやライブハウ

スなどをつくろうという動きが 80年代前半にあ

りまして、みんなで水辺を格好良く使うという

ブームが一度来ました。 

ところが、残念ながらそのブームは長続きし

なくて、ビジネス空間に置き換わっていく傾向

がバブルの時代にありました。 

今はまた、バブルが終わって、水辺を取り戻

そうという時代が来ています。 

 

ちょうど我々が船からウオッチングしている

間に、こういう光景からこういう光景にみるみ

る内に変わったのを見てビックリしました。 

これは宇部興産が持っている品川沖の土地で

すが、これはお台場です。江戸城と同じ石垣の

上に、近代の工業地帯の象徴である石油備蓄施

設が乗っています。 

それを新しい時代に変化させるということで、

オフィス、ホテル、商業、劇場、広場、レスト

ランのコンプレックスが登場しました。 

時代が変わっていっている中で、どういう風

に水辺を変えていけば良いのかという、まちづ

くりの問題で、やはり水辺が快適になり、オー

プンスペースがただでゆったり親しめるという

ことになってくると、散歩でみんなが集まって

きます。 

それから、幸い日本はようやく成熟社会に入

って、都心回帰という、都心にマンションを造

る時代になってきました。これは全国どこへ行

っても、同じ傾向にあると思います。 

そうなってくると、やはりゆとりのあるまち
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づくりというのが非常に大切になってきます。 

都心にオープンスペースを活かして、水辺を

もっとみんなでエンジョイする、水辺のイベン

トにみんなで参加する、今はそういう人と人が

つながっていくコミュニティを、ニューカマー

の人たちも入って都心につくりなおす絶好のチ

ャンスです。 

 

その時に、犬の散歩コミュニティも重要です。 

こういうところで、水上あるいは水辺でのコ

ンサートなんかももっとやるべきではないかと

思います。東京の中央区も水辺がたくさんあり

ますので、そういう提案をしています。 

東京というのは常に新しい物が生まれてくる

まちですが、今、一番人気があるスポットは中

目黒です。中目黒というのは、代官山という渋

谷から一つ目の駅のすぐそばですが、代官山は

80 年代に非常に人気スポットでした。 

 

古い地図ですが、ここに川が流れていて、こ

っちは丘の上で、この川はしょっちゅう氾濫し

ていました。本当に最悪の川でしたが、地下に

大きな貯水タンクをつくりまして治水事業にだ

いぶ成功しました。 

そして、三面張りは三面張りですが、ここに

蔦が生えて、なかなかオシャレな緑道が出来て

きました。ここは有名な桜並木です。 

川の氾濫もあって地価も安いということで、

かつては町工場が多く、舟運も使っていたと思

います。そういうものが段々変化してきて、テ

ナント料が安いのでそこにクリエーターたちが

入ってきました。そして面白い文化活動をして、

それに目をつけたブティックが入り、洒落たレ

ストランが入り、そして若い女性が集まってく

るということで、本当に良い空間になってきて

います。 

この水と緑のネットワークがある中目黒が、

2000 年代型のまちの典型として出てきていると

思います。 

 

我々はしょっちゅう色々なイベントをしてい

ますが、これは関東学院大学の河川の大家であ

る宮村先生のゼミが、この隅田川の新大橋の袂

で毎年開催しているバーベキュー大会です。 

許可がいるのかいらないのか分かりませんが、

ゲリラ的にやってしまうと誰も文句言わないの

でやっているそうです。 

そうやって、どんどん水辺を使いこなしてい

くことが重要だと思います。ここでバーベキュ

ーをやると最高に楽しくて、ライトアップされ

た新大橋が非常に良い舞台背景となります。 



基調講演「川を活かし、水に親しむまちづくり」 

第 15 回全国水の郷サミット開催報告書 2009.10.15 19 

このＥボートというのは皆さんよくご存知で

しょうけれども、元々、地域交流センターの田

中栄治さんという方が始めました。今では全国

にどんどんファンが増えて、すごい勢いで普及

していまして、東京でも遅ればせながらみんな

でやっています。 

この日本橋の下をＥボートで行くとみんなが

見てくれています。学生たちもプライドを持っ

て、そして楽しんで、体で水の重要性を、ボー

トの楽しさを感じてくれています。もっともっ

と舟運を使うことをアピールしている訳です。 

 

幸い東京は、途切れることなく水上バスがあ

りまして、新しい路線もあります。 

埼玉県で船会社を興した人が意欲的にチャレ

ンジして、江戸川から小名木川に入って、隅田

川、お台場公園に行くという、非常に夢のある

広域ネットワークを考えていました。羽田まで

行けるようにとかも考えていましたけれども、

残念ながらその会社は挫折してしまいました。 

もっと可能性はあるし、アムステルダムやヴ

ェネツィアの例もある訳ですから、高い目標を

掲げて、みんなでどうやったら実現できるかと

いうことを考えていく時期にあると思います。 

その代わり行政は、もっと船着場を柔軟に使

いやすくすることです。ヴェネツィアでは誰で

も船着場を使えます。 

そういうことは、やろうと思えば可能である

と思いますし、戦前はやっていた訳です。それ

がある時期に途切れてしまったのです。 

 

今は品川がおもしろいです。 

この辺は工業地帯、流通センターだった訳で

して、倉庫がたくさんあります。その倉庫の中

にライブハウスができたりディスコができたり

していた時期がありました。 

そして、それが一変、バブルの時代にはオフ

ィスブームになりました。バブルが去って、今

はマンションブームになっています。 

でも、やはりもっと文化機能や遊びの機能を

入れなければいけないと思います。マンション

だけではつまらないし、人も集まらないし、観

光地にもなりません。 

もっと骨太で、サステイナブル（持続可能）

な、色々な時代に対応できる魅力ある空間をつ

くっていかなければ、ここに高層マンションば

かりつくったのでは第二の多摩ニュータウンと

なって、いずれ過疎化してしまうだろうと思い

ます。 

 

これは、東京で初のフローティングレストラ
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ンが登場した品川です。ここに寺田倉庫があり

まして、大変な努力の上に初めてフローティン

グレストランができました。 

石原都知事がヨットマンなので、海が好きだ

ということで、運河ルネサンスというのを東京

都が始めまして、本格的な規制緩和の第一号と

して実現しました。 

今までは、こういう場所をプライベートな事

業体が利用することにはなかなか許可が出ませ

されたんでしたけれども、運河ルネサンスとい

うことで、ここは地区に協議会が出来て、地元

の人たちが検討した結果、認可ということで、

今、非常に人気です。 

 

高層マンションの下にこういう船着場もでき

ていますが、ほとんど使われていません。 

ここは幸い芝浦アイランドの下で、定期便が

お台場公園まで出ていますし、ボートの講習会

も行われているということで若干使われていま

すが、もっともっと自由に使えるようにしてい

かなければいけないし、みんなが使おうという

機運をもっともっと高めていかなければいけま

せん。 

それでも東京の中では、今、一番先端的に頑

張っているところの一つが、この品川・芝浦地

区です。ぜひ皆さんも、おもしろいですから行

ってみてください。 

ここは本当に網目のように近代の運河が巡っ

ていて、すぐ東京湾が開いて、その向こうにお

台場公園があるダイナミックなベイエリアがあ

ります。 

それにプラス内側の運河、そして倉庫を活用

した空間、そのすぐ内側には江戸の宿場町、品

川宿がある路地が巡っています。 

 

こういうかわいい車がやってきて、オープン

カフェをやるようになりました。これは芝浦の

町会が経営していますが、みんな非常に苦労し

ながら開設しました。 

マンション住民やニューカマーにはうるさい

という方もいますが、そこは時間かけて交渉を

して実現したと聞いています。 

こういう水辺を活かす取組には、大変な苦労

もつきまとうということで、行政の問題だけで

はなく、住民同士の合意といいますか、みんな

で水辺を楽しもうという機運をどうすればつく

れるかということが大切になります。 

 

これは芝浦アイランドという、三井不動産が

やった大規模開発ですが、この足下にＮＰＯが

カルガモの生活空間を作っています。それには
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本当にビックリさせられました。ほっとさせら

れます。 

実はここ、周りに東京都が整備したプロムナ

ードがありますが、ここはジョギングのコース

になっています。 

ヒューマンスケールを超えたでかい集合住宅

ですが、足元はコミュニティの空間として、水

辺を活かしながら活用し始めた訳です。これは

素晴らしいことだと思います。 

 

ご覧になったことがあるかもしれませんが、

ＮＨＫで「ブラタモリ」という番組が始まって

います。 

タモリさんというのは、実はまち歩きの天才

でして、民放で放送していた「タモリ倶楽部」

という番組で、東京都内の色々なまち歩きを不

思議な切り口でやってきました。 

そこにＮＨＫが目をつけて、もっと系統化し

てやろうということで、10月から 15 回のシリー

ズで始まっています。 

この品川・芝浦もお手伝いして、今、ロケが

終わったところですが、タモリさんも結構船が

好きで、船のことをよくご存知でした。 

本当にノリノリで、みんなで運河を探訪する

ということをやりましたが、12 月 10 日に放送さ

れると思いますので、チャンスがあったらご覧

ください。 

 

こうして水辺にみんなが関心を向けてきまし

たので、川の駅をつくろうということをやって

います。 

この間も大阪で伴さんも一緒に盛り上がりま

した。この人がリーダーで、田中栄治さんとい

います。 

 

天神祭を 2 年前に拝見して、本当にビックリ

仰天したので、こういうイメージもあるなとい

うことで、ざっとご紹介します。 

 



 

第 15 回全国水の郷サミット開催報告書 2009.10.15 22 

千年も続いているそうで、天満宮から出てく

る御神輿というかお宮系の船と、民間の財界や

経済人の普通の船が水上ですれ違うという壮大

なパノラマで、大阪の歴史と文化と生活と経済

の営みと、あらゆる大阪のパワーがそれぞれ仕

立てていく船に表現されています。 

 

そして、エールの交換を行いながらすれ違っ

て、水上で出会いとドラマが起こるということ

で、こんなにダイナミックな水上のパフォーマ

ンスは世界中を探してもないのではないかと思

っています。 

 

さすがのヴェネツィアにもありませんし、ま

してや東京はこれにとても追いつかないという

ことで、大阪のすごさに本当に感嘆しました。

花火が行く先々で打ち上げられる訳です。 

このように、日本人にとっての原点というも

のが天神祭にはあると思いますが、実はどこの

まちにも、かつては同じようなことがあったの

ではないかと思います。 

一つは、我々の遺伝子の中に元々ある、水と

の深いつながりをもう一度認識すること。 

そしてもう一つは、伝統だけでは駄目で、新

しい創意工夫をして、現代でなければ考えられ

ないことを創り出すということが大切です。 

 

今度、こういうものが東京にできます。第二

東京タワー。都民の応募で「東京スカイツリー」

という名前になりましたが、高さは 634ｍです。 

これが江戸の鳥瞰図で、よくこのアングルで

描かれていました。 

この位置にタワーができるということで、江

戸時代の人たちが鳥瞰図を描いたときと同じア

ングルで、我々が東京を見ることができます。 

ここから水のネットワークを全部把握するこ

とができますので、隅田川、神田川、皇居の外

堀という水の循環系が想像できます。秩父、奥

多摩から水が流れてきて隅田川に入り、東京湾

に入る循環系を想像するという、すごく壮大な

パノラマです。 
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そこに、エコをテーマとした「環境ふれあい

館」という施設を墨田区がつくってくれること

となりまして、今、基本設計から実施設計をみ

んなで練っているところです。 

 

ここにできるということで、幸いここには北

十間川、横十間川、そして小名木川、旧中川、

荒川、隅田川という水の循環系があります。 

それをもう一度復活させようということをみ

んなで検討して、色々なＮＰＯも今ではできて

います。 

 

そしてロックゲートが２つありますが、本当

はここのところを貫いて、船で回れるようにし

たいと思っています。 

この間も水陸両用の船を運航されている方と

お話をして、「ここってそういう船を使えばいけ

るよね。」という話で盛り上がりましたが、もし

そんなことができれば、東京を東側から全部見

て回ることができます。 

 

 

 

 

 

東京というのは多様な水辺があって、それが

非常に安定している訳です。水害はもうほとん

ど起こらないで済むという水域もあります。 

そこをもっともっと市民が使っていけば、楽

しめる、親しめる、そういう舞台が揃っている

訳です。今はまだまだ使われていませんので、

これからです。 
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今までこの周りは工業ゾーンでした。そして

水質が本当に良くなってきました。 

 

こういう橋もできました。この橋は、この上

でコンサートをやったり色々マーケットをやっ

たり、ＮＰＯをはじめとする市民の活動がだい

ぶん盛り上がってきている深川の方ですけれど

も、クローバー橋といいます。 

 

このロックゲートは荒川に出るところですが、

スペクタクルでおもしろい経験ができます。 

 

 

 

こうやって見違えるようになってきているゾ

ーンを、市民がこれからどう生かしていくかと

いうことに大変興味を持っています。 

 

さっきの環境ふれあい館から、船や自転車、

徒歩で出かけます。この辺りを名勝や旧跡、お

もしろい商店街、下町の工房、最先端の技術を

持っている企業などがあるエコミュージアムに

していこうということを考えています。 
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4 分の 1ぐらいですが、ビオトープもできてい

ます。 

我々の法政大学はここに本校がありますが、

すぐ足下に外堀や石垣、史跡がありますので、

そういうところを活用して、毎年、水上ジャズ

コンサートをやっています。 

自分たちがやっているということもあります

が、これが我々東京としてはご自慢です。 

 

ここにカナルカフェというのがあります。 

大正 7 年にボート小屋として生まれ、代々、

水辺を守り、育ててきたファミリーがいまして、

最近は水上イタリアレストランになっています。 

 

そこと連携してイベントや水質浄化の色々な

活動もしています。ワークショップもやってい

ます。そして、このようにボートからジャズを

聴く活動をして、みんなで盛り上げています。 

東京は広くて色々な活動がありますので、そ

ういうものを一つにまとめていくのは大変です

が、大阪がそういう点で大変成功されています

ので、後ほどお聞かせいただく伴さんのお話や

全国の素晴らしい成功事例からヒントを得なが

ら、水に親しむまちづくりをもっとやっていき

たいと思っています。 

東京にはまだ知られていない水辺がたくさん

あって、すごく可能性があると思いますので。 

後の議論を大変楽しみにしています。どうも

ありがとうございました。 
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事例報告１ 

人と人、街とまちを結ぶ雁木タクシー 

NPO 法人雁木（がんぎ）組 理事長  氏原 睦子 氏   

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。ＮＰＯ法人雁木組の氏原睦子と

申します。私たちは広島の水辺のまちづくりを

目的としたＮＰＯです。 

コアメンバーが約 20名、緩やかな応援者が約

200 名という構成で活動していまして、今、結成

から丸 5年がたとうとしています。 

今日は、雁木タクシーと言う、少し聞きなれ

ないかもしれませんが、恐らく日本で初めて川

の水上タクシーと銘打って始めた運航の戦いの

歴史なども含めて、お話させていただければと

思います。 

まずは、広島の水の都自慢をさせていただき

たいのですが、これは広島の街なかです。広島

というのは、デルタの形の中を 6 本の川が流れ

ていまして、水と緑にあふれたとても素敵なま

ちです。 

 

特に、戦後復興で広島市が頑張ってきたこと

もありまして、工場地帯を除く水辺のほとんど

に河岸緑地を持っています。これは、ちょうど

上空から海側を見た写真になります。 

 

逆に海から見ると、こんなデルタの形をして

いて、1辺が大体 6ｋｍぐらいの市街地です。 

明治学院大学法学部を卒業後、東京の設計事務所で公園や川の設計に携わる。現在は広

島・信州を拠点にまちづくりコンサルタントとして活躍。NPO 法人雁木組の事務局長を

経て、2006 年から理事長に就任。広島の歴史的資産である雁木を活用した水上タクシー

の運航や文化活動など、水辺のまちづくりに取り組んでいる。 
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データで申しあげますと、この市街地におけ

る水面の割合は 13％、そしてこのデルタ内に架

かる橋は約 80、水辺から 250ｍの範囲内に暮ら

す人の割合は、住む人や学校に通う人を含めて

約 4割です。 

それから、干満差は約 4ｍということで、日本

で有明海に次いで干満の大きなまちです。そし

て、川幅は 100ｍを超える川が多いという、そん

な特徴を持ったまちです。 

 

歴史的には江戸、大阪に負けず、やはり水の

都として栄えた歴史を持っています。 

元々、今の広島の街なかは島だったというこ

とで、川の護岸を造ることによってまちの骨格

がはっきりしてきている、つまり川をつくるこ

とそのものが広島のまちづくりであったと言っ

ても良いわけです。 

 

これは、平和公園から船で 5 分程上がったと

ころですが、少し振り向くとこんな風景を今で

もまったく変わらない状況で見ることができま

す。明治時代には、このような船が行き交いし

ていたとのことです。 

 

これは京橋川といいまして、戦前の町家雁木

の様子です。この１軒１軒に、雁木というこれ

から説明しますが、階段のようなものがあるの

が見て取れるかと思います。 

 

広島の川における水上交通の課題というのは

大きく 2つありました。 

まず 1つ目は、1日平均最大で 4ｍという干満

差があるので、満潮時には船が橋にぶつかって、

干潮時には底をついてしまうということです。 

それならば、川底の浚渫をすれば良いじゃな

いかという声もありますが、そうすると 80億円

ぐらいかかるそうです。そして 10年に 1度ぐら

いは、また浚渫をしなければいけないという問

題があるそうです。 

それから 2 つ目の課題は、桟橋がないことで

した。 

水の都として水上交通を便利なものにするた
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めには、乗り場が数箇所という訳にはいきませ

んが、今、国交省が持っている桟橋は 2 つだけ

です。しかも、この既存の桟橋については、私

たちが営業利用するのは非常に難しい。 

 

それで私たちは、今ある素材を活かして、で

きることから始めようと考えました。それが、

この雁木を利用することでした。 

雁木というのは、どのような潮位でも船が付

けられるものとして発達しました。こういう大

きな、材木などを降ろすための公共的な雁木も

あれば、それぞれの家につながる雁木もありま

す。 

 

私たちが調べたところ、この雁木がまちに 400

近くもありました。 

これは新旧含めてですが、古い雁木ももちろ

ん素敵ですが、広島の素晴らしいところは、高

潮対策事業として新たに整備している護岸にも、

こういう階段を造り続けているところだと思い

ます。 

なぜこんなものを今でもつくっているのかと

国交省にお尋ねしましたら、「何かあったときに

上に上がれるように。」と普通に答えてくれるの

が、やはり広島らしいなと思いました。 

 

この 400 の雁木を船着場として利用しようと

活動を始めまして、今では約 50箇所、60 箇所に

近いですけれども、雁木を乗り場として利用し

ています。 

このように古い雁木もあれば、新しいものも

あります。これは最近の雁木ですが、背後地を

必要としない護岸の一部として階段があります。

これを利用しています。 

 

私たちが雁木を利用することとした着眼点を

整理しますと、まず桟橋がなくても大丈夫で、

今すぐ出来るし、初期投資が不要ということ。 

それから、まちの至るところで乗り降りがで

きること。 

それから、観光集客施設の近くに雁木がある

こと。街なかに 400 も雁木があれば、どこの施
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設からも歩いて 5 分も行けば雁木があるという

状況です。 

それから、広島の風土に合っていて、安全な

はずだということ。というのも、当初、この雁

木で乗り降りをするということに対して、とて

も安全の疑問視をする声が多くありました。 

ある意味で私たちは、固定概念と戦ってきた

ようなところがありますけれども、川で浮き桟

橋というのがなぜ安全なのかと思います。 

雁木は石そのもの、護岸そのものですから、

絶対動くことはありませんし、安全です。 

使い方を工夫すれば、やはり先人たちの知恵

が集積しておりますので、とても安全というこ

とを私たちが実証したなと思っております。 

それから、広島の文化を考えるきっかけにな

るのではないかということ。 

それから最後に、まちの財産である、この雁

木を使いながら残すことができるということに

着眼点を持ちました。 

 

現在の雁木タクシーの運航状況ですが、この 6

人乗りのボート 2 艇で運航しておりまして、こ

れまでに 2万 5千人が乗船しました。 

2 万 5 千人というと、1ヶ月の乗船者数ですか

と言われてもおかしくありませんが、5年間の数

字です。地元の方が半分、来訪者の方が半分と

いったところです。 

今は、約 30 分のコースが人気です。料金はタ

クシーなので、一応距離単位で、2ｋｍ500 円か

らという体制をとっております。 

 

どんな方が利用するかというと、これは水辺

の職場に船で移動された方です。 

 

それから、広島は海外の方が多いですが、海

外の方は非常に船がお好きです。 

 

これは、最初に 5 万円で手に入れた船の時代

のものですが、このときは菜の花燃料を使って

いまして、地元の高校生が自転車を乗せてクラ

ブ活動に向かう、そんな利用シーンです。 
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この雁木タクシーの見どころとしましては、

街なかであるにも関わらず、非常に自然豊かな

まちの様子を見られること、それから、平和記

念公園の原爆ドームなどの観光施設も見られる

ことです。 

 

潮が満潮の時には、みんなでこんな風に頭を

下げます。その後ろには、明治時代の古い雁木

が残っているのも見えます。 

私たちが、この雁木を使った水上交通を復活

させるのには、本当に色々な課題がありました。

どこの行政機関に行っても、「氏原さん、悪いこ

とは言わないから止めたほうがいいよ。」と、本

当に言われましたが、そう簡単に引き下がる訳

にもいきませんし、みんなでなんとか乗り越え

てきたという歴史があります。 

まず、この雁木を利用するのに、河川管理者

が国であったり県であったりする訳ですけれど

も、この管理をどうするのかということが問題

でした。 

最初はこの雁木を使うのに許可申請を出して

くださいということで出していましたが、その

許可をしてしまうと何かあったときに河川管理

者に責任がいってしまうということで、現在は

自由使用の範囲ということになっています。 

 

そういうことで、私たちが使う雁木 50 箇所を

常にきれいにする努力をしております。 

 

それから、いわゆる桟橋がなく、こういう雁

木で乗り降りしていますので、必ず船長のほか

に陸上スタッフがボランティアで付いています。 

とはいっても、50 箇所の乗り場があって、船

が 2 艇しかありませんので、50 箇所にいつも人

が付いている訳にはいきません。 

例えば、これは平和公園ですけれども、ここ

でお客様を乗せると、スタッフが一緒に乗って

いくこともありますし、人数的に乗れない場合

は自転車で先回りして、お客様が降りるところ

で待っていて陸上フォローをするという、大変

地道な取組をしています。 
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それから、ここにいるスタッフ全員がボラン

ティアですけれども、たとえボランティアとは

いえど、やはり運航事業者として安全について

はかなり厳しい視点を自ら持たなければならな

いということで、こういう講習会などを開いて

います。 

 

それから、この干潮河川ですが、これが本当

に運航の支障になりました。 

満潮のときには、ここからポンと乗れば良い

のですけれども、潮位が 100ｃｍに下がってしま

うとこんな状況です。もっと潮位が下がって、

マイナスになることもあります。 

こうなったときに、どのように船に乗るかと

いうことは日々工夫しています。 

写真にはありませんが、船を縦にして簡単な

手で持ってくることができる桟橋を用意して対

応することもあります。 

 

 

 

それから、こういう乗り方の工夫とともに、

川や雁木の情報の収集が、私たちの安全を守る

ためにも重要になります。 

決まった航路がありませんので、自分たちで

常に川の状況を把握して航路を作っています。

干潮のときに自転車で回って、流木がないかな

どといったことをチェックしています。 

 

マイクロソフトさんに支援していただいて、

400 箇所全ての雁木のデータを自分たちで作り

ました。それをパソコンや携帯から、例えば 12

月 7 日、広島駅は朝 8時半から午後 2時 40分ま

で着岸ができますというような情報を検索でき

るようにしています。その情報を船長に指示し

て、運航している状況です。 
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水の都の観光の魅力というのはたくさんあり

ますが、私たちは壁を企画に変えたり、水の魅

力を自ら創り出したりする取組をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、広島ではシジミ漁が行われています

けれども、最初は私たちの船がこのしじみ漁の

邪魔になっていました。理事会でも、「雁木タク

シーは大変迷惑だから年内にぶっ潰す。」などと

いう一行が残っているような関係に一時はなっ

てしまいましたが、私たちも謝りまして、今は

お互いに理解しあいながら、広島の大田川産の

しじみをＰＲする活動をしています。 
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他にも、古い雁木について土木遺産としての

価値が全然認められていなかったので、私たち

は独自にこの調査をしまして、とても価値のあ

るものだということを訴えました。 

今は、ようやく土木學會の選奨土木遺産に指

定されています。 

 

それから、水辺の魅力を自ら創り出すという

ことで、これは 2 年前にやりましたけれども、

広島は水の都であったため、舟つなぎ石が昔は

たくさんあったそうです。だけど、あったと言

われるところにはありませんでした。 

地元の人には、こういう大切なものは捨てな

いと聞きましたので、捨てないのであればどこ

かに落ちているのではないかということで、干

潮のときにみんなで探しましたところ、本当に

この辺に落ちていました。これを拾ってきて、

上流の石工さんに頼んで一緒に積みなおすとい

う作業などをしております。 

 

 

 

そして、こういう運航を続ける中で、結婚式

で使っていただいたり、修学旅行生が流したと

うろうを下流の方で拾う活動をしたりという、

思いもよらなかった利用の仕方もしていただい

ています。 

 

また、意外と知られていなかった広島の伝統

文化を水上から見てもらうということにも取り

組んでいます。 
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それから、広島の水辺は大変市民活動が盛ん

ですので、こういう取組をしている人たちと組

んでナイトクルーズをしたり、アートのお手伝

いをしたりとかということもしています。 

 

私たちが今取り組んでいることは、まちづく

りというとイコール市民活動というイメージが

ありますが、元々、水辺は旦那衆が作ってきた

ものだということで、旦那衆の貢献というのは

大きいのではないかと思っています。 

 

 

 

 

 

 

それで、水辺の企業さんに呼びかけて、こう

いうジャズコンサートなどを一緒にする仕掛け

をしながら、企業とともに活動をしています。 

そして、私たちはボランティアが中心ですが、

やはり採算の取れる、継続性のある事業をして

いきたいということは常に意識しています。ボ

ランティアに関わる仲間として、自分のプロ性
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を提供してくださる方にも協力していただいて

おります。 

 

これが雁木タクシーのポスターですが、色の

専門家に頼みました。オレンジというのは命を

表す色、そして水を育む緑、そして文化や物語

をつくる紫という基調カラーです。 

 

デザインにもプロのデザイナーの方に関わっ

ていただいています。 

 

 

最後に私たちの仲間を紹介します。 

「ガンギーズ」という高校生のときから関わ

ってくれている子たちや、あるいは会社の社長

さん、左下はタバコ屋さん、右下の陸上スタッ

フは市役所の職員の方、こういう仲間たちがこ

の運航を支えています。 

また、この船を買うときには、200人の小さな

オーナーを募って、「雁木メイト」として皆さん

に応援をしていただいております。 

 

最後に、私たち雁木組が目指すものは、この

雁木タクシーの運航を通じて、人と川が親しか

った頃の暮らしぶりを取り戻したい、そんな想

いで、そして、まちは水辺から変えるという、

ちょっと半分勘違いのようなそんな気概を持っ

て、毎日活動しています。 

 ありがとうございました。 



事例報告２「水都大阪・水辺の賑わいづくり」 

第 15 回全国水の郷サミット開催報告書 2009.10.15 37 

 

事例報告２ 

水都大阪・水辺の賑わいづくり 

伴ピーアール株式会社 代表取締役  伴  一 郎 氏   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうも、伴といいます。 

これは、今現在の大阪市内の中心部の川です。

ここは自然河川ですが、これが琵琶湖の方から

ずっと流れてきています。 

100 年前に新淀川という川ができて、大阪湾に

流れ込んでいますが、元々100 年前までは、すべ

ての川がここに流れ込んでいました。 

そしてここが土佐堀川、南に下ると大阪城の

外堀の東横堀川、ここから道頓堀川になる訳で

す。グリコの看板はこの辺です。ずっと流れて

きて、海につながります。こういったロの字型

の運河が大阪には残されています。この辺が大

阪駅で、ここが難波です。 

この市内中心部を流れているロの字型の川を、

みんなで何とかしようという機運が大阪で盛り

上がってきたのは、2003 年の「第 3 回世界水フ

ォーラム」という国際会議のときでした。 

滋賀、京都、大阪の 3 ヶ所で世界中の水問題

について話し合った訳ですが、そのときに盛り

上がってきました。 

また、その少し前になりますが、平成 9 年に

法律が変わったということも大きな要因の一つ

でした。平成 9 年までの河川法では、治水と利

水については触れられていましたが、平成 9 年

以降には、治水と利水にプラス、親水というこ

とで、水辺にもっと近づいてくださいというこ

とが取り上げられるようになりました。 

それ以来、大阪では俄然、水辺の賑わいづく

りが動き出しまして、現在では 17ヶ所の船着場

がございます。そして川の駅がどんどんできて

いるという状態です。 

尼崎市職員、広告代理店勤務等を経て、1986 年に伴ピーアール株式会社を設立。関西国

際空港開港イベントの一環として、豪州ブリスベンで 30 万人規模の天神祭を成功に導

く。水上タクシーの運航のほか、「平成 OSAKA 天の川伝説」イベントなど、地域の伝統

文化を守りながら、新しい形の水辺イベントの企画・運営に取り組んでいる。 
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ちょうど 50年程前の物語になりますが、小説

家の宮本輝さんがお書きになった「泥の川」と

いう小説がございます。 

本当に大阪の川は汚かった訳ですけれども、

どんどん水質がきれいになって、今では本当に

きれいになっています。 

先ほどの川でも、鮎とか鰻とか、天然の魚が

たくさん泳ぎだしましたので、ちょうど舟遊び

や水遊びに良い環境です。 

先ほど陣内先生のご講演でお見せいただいた

昔の隅田川の写真のように、水辺で鼻を押さえ

なければならないような状況では、とても水都

再生にはつながりません。 

これだけ水がきれいになってきたということ

も、大阪で水を生かしたまちづくりが進みだし

た理由の 1つです。 

 

これは天満橋の船着場です。八軒家浜といい

まして、その当時は雁木でしたが、今はまった

く新しい形になっています。 

江戸時代の三十石船は、ここから上流にある

京都の伏見まで 12 時間かけて行っていました。

夕方 6 時ごろに船に乗って、翌朝の 6 時に京都

伏見の寺田屋の前に着きます。京都の方からは、

6時間で大阪まで下りて来ることができます。 

そして、そこからまた大きな船に乗って、徳

島や鞆の浦など、瀬戸内を回っていました。 

 

これが、新しくなった現在の八軒家浜です。 

この浮き桟橋ですが、約 105ｍの長さがありま

す。コンクリートで造った 35ｍの橋を、3 つつ

ないでいます。高さですが、1.5ｍ沈めまして、

50ｃｍだけ浮かべています。 

これは、中之島公園の一番東の先にある剣先

公園です。こっちが土佐堀川、こっちが堂島川

で、ずっと向こうに流れて行っています。 

 

これが、先ほど陣内先生にご紹介いただきま

した天神祭です。今年の天神祭が 1058 回目とい

ことで、1058 年もの間、天神祭をやっています。 

天神祭には、毎年 3時間で 10 億円を使ってい
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ますが、それに行政のお金はまったく入ってい

ません。みんなが出し合って、毎年 3 時間のた

めに 10 億円を使っています。 

天神祭には火を使います。そして提灯。水に

映る火というのは、みんな自分に向かってくる

ように見えます。夕日でもそうです。夕日を見

ると、全部自分のほうに向かって来るように見

えます。光というのは、基本的に自分のほうに

向かって、目の前までつながろうとする特性を

持っています。 

そして、これらの船の中には文楽船があった

り、色々な能をしていたりするものもありまし

て、歌舞音曲がずっとぐるぐる回っています。

天神祭には 3 時間で 100 万人が集りますが、そ

の中を音楽や芝居をしながら回ります。 

天神祭というのは、365 日のうち 364 日はみん

な神社の方にお参りしますが、1日だけ天神さん

の家庭訪問があるということで、氏子のところ

を回りましょうというお祭りです。 

これにみんながお金を出し合う訳ですから、

名前はついていないものの巨大なＮＰＯみたい

なものです。 

祭りの日は、船の上に 14,000 人もの人が乗っ

ています。そして、河川敷に 100 万人の見物客。

そして、警察官が 1,500 人に、プラス民間のガ

ードマンが約 1,000人います。 

そういう祭りが、毎年 7月 25 日に開かれる天

神祭です。出るごみが大体 400、500 トンありま

すが、それもボランティアで回収しています。 

 

これは、大阪の子どもたちに、大阪で生まれ

た物語である一寸法師を知ってもらおうと企画

したイベントです。 

一寸法師は、大阪の出版社が 300 年前に作っ

た物語だということで、大阪の子どもたちにも

自分たちの御伽噺がどういうものかを知っても

らうために、こうしたお椀の船のレースを開き

ました。ミス道頓堀やミス宋右衛門町の対抗レ

ースです。 

そうすると、すぐにスポンサーが付きます。

タケヤみそをはじめ色々なスポンサーがついて、

費用はまかなえます。 

 

これは新しくなった道頓堀で、こちらは水上

タクシーです。これは夜の道頓堀です。 

道頓堀はこちら側が東で、向こう側が西です

ので、夕方になるとここに夕日が映り込むとい

う、美しい演出があります。 

先ほどお話しました天神祭を行っているとこ

ろも、東から西に向かって川が流れていますの

で、夕日が映り込む風景を楽しむことができま

す。 

私たちは、そうやって夕日が映り込む川を文

化軸、そして、木津川や東御堀川などは経済軸

という川の位置付けをして、色々なことをやっ

ています。 
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これは、2004 年のイベントの写真です。 

このとき、行政に桟橋を造って水上タクシー

が停まれるようにして欲しいとお願いしました

ところ、「長いこと桟橋なんて造ったことがな

い。」と言われまして、そして「ここまでが大阪

府で、ここから大阪市です。ここの植え込みが

公園で、こういうものは民間に造らせたらロク

なことがない。自分たちが造るのであれば 2,000

万円ぐらいかかります。君たちが造るのならい

くらでできますか。」と言われたので、「20 万円

でできます。」と答えました。 

2 週間ほどのイベントでしたから、そんなたい

そうなものは要りませんということで、ホーム

センターで材料を買ってきて、すべて自分たち

でこれを造りましたが、大体 20 万円でできまし

た。そこにたくさんの人が遊びに来て、「大阪府

も大阪市も、やる気になったらきれいにできる

ね。」と言われたとき、近くにいた大阪市の人は

笑っていました。 

 

大阪の水辺は、段々ときれいになってきてい

まして、これが夜の堂島川と土佐堀川です。こ

ういう風に、水に光が映り込む演出がされてい

ます。 

これが中之島公園で、そこに水上タクシーが

停まります。これは天神橋で、これが市役所横

の水晶橋です。夜は大体こんな感じです。 

 

これは世界水フォーラムのときですが、最近

は、こういう e ボートの大会を学生さんに呼び

かけると、すぐに参加していただけます。 

これは昔、川の渡しで使っていた大阪市の船

ですが、それを払い下げてもらって観光船にし

たり、水上タクシーが来たりということを、街

の真ん中でやっています。 

 

これは世界水フォーラムのときに、琵琶湖の

近江八幡から祭りで使う葦を持ってきてもらっ

て、水フォーラムのイベントを盛り上げてもら

っているところです。そして伝統芸能を披露し

ています。ここも道頓堀ですね。 
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こんな形で琵琶湖のほうから漕いで来てもら

いました。琵琶湖も京都も大阪も、水でつなが

っているという流域連携のイベントで、みんな

喜んでくれました。天ケ瀬ダムがありますから、

途中でトラックに乗せてまた降ろしてきました。 

 

これは昔、八軒家浜からでていた三十石舟を

現代風の大阪モデルで造ったものです。 

大阪は橋が低く、1ｍ20ｃｍぐらいで船が引っ

かかるので、掘りごたつ形式にしています。 

 

ビジネスパークという施設が大阪城の隣にあ

りますが、こういう近代的な高層ビルと、古い

大阪城の外堀がつながっています。 

昔の東海道五十七次は、日本橋をスタートし

て、この大阪の高麗橋が終点でした。今も三越

は東京の日本橋のところにありますけれども、

少し前まで大坂も高麗橋のところにありました。

江戸時代でいうと三井・越後屋さんですね。 

 

これは、淀川の砂を使ってビーチバレーの大

会をした写真です。中之島公園でやりました。 

八軒家浜の少し上流から淀川の砂を持ってき

まして、世界中 23カ国の人たちがここでビーチ

バレーをしました。 

元々、中之島や北浜、堂島浜いうのは砂浜で

すから、その砂を使ってビーチバレーをしよう

ということで、去年と今年の 2回やりました。 

 

変なポスターですけれども、こちらが橋下大

阪府知事で、こちらが平松大阪市長です。 

今年は、新淀川ができてちょうど 100 年にな
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ります。そこで、水都再生をテーマに水辺の賑

わいをつくり出そうということで、こういうポ

スターに出ておられます。 

ただ、これの市民や府民の反応は、「水を生か

そうというよりも、川で溺れているように見え

る。」と言っていました。 

元々、弁護士としてタレントをしておられた

知事さんと、毎日放送のアナウンサーをされて

いた市長さんということで、この辺は非常にノ

リが良かったです。 

 

これは市民の寄附で作ったアヒルで、水都大

阪 2009 の期間中、川の上にずっと浮かべていま

した。 

イベント初日の前夜祭で膨らましたときに割

れてしまいまして、イベントが始まった日には

ありませんでしたが、それから 2 週間かけてま

た縫い合わせました。 

高さが 10ｍほどあります。そして、こういう

ふうに水上タクシーが停まります。屋形船でア

ヒルを見に来ます。 

フワフワのアヒルですけれども、本当にお風

呂に浮かべているアヒルの巨大なものですね。

写真を撮りに来て、みんなでわいわい言ってい

ます。 

ここで色々なイベントがありまして、船の上

に首の高さが 5、6ｍの高さのドラゴンを作って、

水や火を吹かせるということもしていました。 

 

近づいて見るとこんな感じです。 

 

これが先ほどお話したドラゴンボートです。

舟にこういう加工して、ユニックみたいなもの

ですが、そこに龍をいれて、アヒルの横で水や

火を吹かせたりしました。あまりアヒルに近づ

いてはいけません。焼き鳥になってしまうので。 

このラッキードラゴンを見たらみんな幸せに

なりますよということで、市民も企業も一緒に

なってやっています。 
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これは、天満橋の川の駅に新しくできた雁木

です。この大賀さんという人が中心になって、

ここで子どもたちのカヌー教室など色々なこと

をやっています。 

 

これは中之島公園の剣先公園に作られたアー

トです。真夏の暑いときに花はなかなか上手く

育たないので、風車がくるくる回るように作り

ました。遠目にみたら花に見えますので、かな

りきれいでした。 

 

最近、水辺にどんどんとこういうお店やオシ

ャレなものが建ってきています。これも川の駅

です。 

ここは、ずっと今までカミソリ堤防でしたが、

こちらの土地の上にも土を乗せて、ここを低く

してスーパー堤防になっています。 

市民がここまで降りてくることができます。

そして、ここが全部中央市場の方の屋台です。

伊勢海老を焼いたものが 200 円だとか、ものす

ごく安い値段で売られています。 

 

これも川の駅で、これはうちの船です。天神

祭のゴミ掃除もしたりする船ですが、こういう

船で行き交っています。 

これは関係者ばかりなので、ほとんどがおじ

さんです。 

 

昔のように道頓堀川には、祭りのときに色々

な船が入ってくるようになりました。 

大阪の夏祭りは 100 ほどございますので、そ

のときに色々な船が入ってきます。グリコの看

板がこれで、これが戎橋です。 

これはタイガースが優勝したときに飛び込ん

だ川です。南警察の署長から 4,200 人が飛び込

んだと聞きましたが、ここで 4,200 人が飛び込

むのを警察がカウントしていたみたいですね。

私が「上がって来た人は数えましたか？」と聞

くと、「それを忘れていました。」と言っていま

した。怖い話ですね。 
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これは中之島公園に、色々なＮＰＯの方が淀

川のビーチバレーで使った砂を置いておいて、

砂遊びが出来るようにしているもので、子ども

たちがたくさん遊びに来ました。 

 

これはカヌーとかあらゆるものを使った川の

清掃活動です。 

ここは東横堀川の閘門です。ここにみんな集

まってスタートしましょうということで、約 100

人が集まっています。 

 

これは今年の七夕の日に、日本で一番長い商

店街である天神橋筋商店街を中心に行ったイベ

ントです。 

ここは大阪天満宮の近くで、この辺の町内会

や企業、市民もみんなで大阪の川を天の川にし

てみようと、ＬＥＤの球を2万個も流しました。

ここは先ほどの八軒家浜の浮き桟橋です。 

とりあえず社会実験として一回やってみよう

ということで、100人委員会という組織を作りま

して、市民の手で作った新しい形のお祭りです。 

大阪では色々な祭りなども、1度試してみよう

ということでやっています。 

 

これはクリスマスのときです。色々な船がク

リスマスにトナカイを付けてやってきます。 

そして、お客さんを乗せて中之島の川をサン

タの船長さんが案内します。 

 

これもクリスマスのときの中之島公園です。

天神祭で使った船を今度はイルミネーションヨ

ットにするなど、色々なことをやっています。 
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最後に、7月7日の日にした七夕祭りの映像を、

3分ほどですが、それを見ていただいて終わりた

いと思います。 

 

（平成 OSAKA 天の川伝説の DVD 上映） 

 

ご静聴ありがとうございました。 
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事例報告３ 

いのちの水にありがとう。水源の森を大切に。 

柳川市総務部企画課 係長  山田 秀太 氏   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんこんにちは。福岡県の柳川市から参

りました、山田と申します。 

今日は、「いのちの水にありがとう。水源の森

を大切に。」ということで、水郷柳川夏の水まつ

りスイ！水！すい！を事例に発表させていただ

きたいと思います。 

スイ！水！すい！というのは、私たち柳川の

方言でして、例えば「野球しよう。」というとき

に「野球すい。」という使い方をします。 

 

 

 

 

1991 年に柳川市役所入庁。「柳川市掘割を守り育てる条例」の制定や「柳川市掘割を生

かしたまちづくり行動計画」の策定に携わる。計画に掲げた「新たな水まつりの創造」

のため、2008 年度には、実行委員会方式による「水郷柳川夏の水まつりスイ！水！す

い！」を企画。2009 年 8月には第 2回水まつりの企画・運営に関わる。 
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まず、柳川の概要について説明させていただ

きます。 

柳川は、平成 17 年の 3 月 21 日に、旧１市 2

町が合併して誕生しました。位置的には、福岡

市とか熊本市から約 50ｋｍ、隣の佐賀市から 15

ｋｍぐらいの位置にあります。 

利根川、吉野川と並んで、暴れ川と呼ばれて

おります筑後川の河口と、有明海に面する干拓

地帯です。面積的には縦横に約 11、12ｋｍで、

76.9㎢の田園都市です。 

人口は 8月に 73,000 人をきったということで、

1月当たり64人ぐらい人口が減っている、また、

少子高齢化が進んでいる市です。 

 

水の郷百選ということで本日ご縁をいただき

ましたが、こちらにつきましては、徳島市さん

と一緒に選んでいただいております。 

 

また、徳島市さんもですが、日本の道百選と

いうことで、国土交通省さんに川下りコース沿

いにある散歩道を選んでいただいています。 

 

まず、柳川市の掘割についてということで、

こちらに航空写真を付けさせていただいており

ます。ご覧のとおりこれが沖の端川で、このよ

うに干拓地です。 

 

柳川の幕開けということで、少し分かりにく

いかもしれませんが、グリーンの線が縄文時代

の海岸で、ピンクの線が弥生時代の海岸線とい

うことです。左の図にありますとおり、干拓の

歴史でまちが生まれてきたところです。 
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先ほどの氏原さんのお話で、干満差が 4ｍとい

うことで、有明海に次いで大きいということを

おっしゃっていただきましたが、有明海の場合

は 6ｍの干満差があります。 

標高をご覧頂くと、海抜 0ｍから 4ｍというこ

とで、満潮時には海面よりもまちの高さが低く

なります。 

また、主に水源をいただいている矢部川は急

流河川ですので、一気に海まで流れていってし

まいます。そして、なおかつ勾配がない低地で

すので、掘割を掘ることによって、昔の方々は

地域の田んぼや掘割に水をもたせていたという

治水と利水の歴史があります。 

 

このように、河川から引いてきた水を、縦横

に巡っている掘割を通して農地を潤しているま

ちです。 

 

昔ということで、先ほど弥生時代の話をしま

したが、2千年ぐらい前から柳川の歴史が始まっ

て人が住み始めました。 

そして、約 400 年前、江戸期ぐらいから掘割

の整備が始まりまして、第二次世界大戦の後ぐ

らいまでは飲み水や炊事洗濯といったことに使

われていました。 

現在も、農業用水路ということで農業の基盤

になっているところです。 

 

水は生業を支える基盤ということで、水源の

森から筑後川と矢部川に流れてきた水が、掘割

を巡っています。 

そして、この水は農業の生産基盤になります。 

また、掘割を通った水が有明海に流れ出てい

ますが、本市は佐賀県と福岡県に面する有明海

の海苔の生産高が日本一ということで、水は、

この海苔の生産、あるいは魚貝類という水産業

の生産の基盤にもなっています。 

柳川市の場合は、農業、水産業の加工品を扱

う皆さんが第二次産業につかれていることが大

きな特徴ですので、市民の皆さんの生業を支え

ているのが水といっても過言ではありません。 
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次に歴史的な背景ということで、先ほど申し

たとおり、江戸時代の初頭に掘割が整備されて

おります。これは古くは条里制のころに遡って、

これらを基に掘られたとお聞きしています。 

現在も、農業用水路、洪水の防止、貯水、保

水、地下水涵養ということで、面全体でダムの

役割をしているとよく言われます。 

 

そして、これが江戸時代と現代の掘割の図面

を比較したものです。 

埋められているところもありますが、幅は狭

くなっているものの、青やピンクの部分は江戸

時代の掘割の姿を残しています。 

 

これは昭和 16 年ぐらいの写真だそうですが、

たかだか 70年ぐらい前にはこういった水際の生

活風景がありました。 

 

こちらの写真は昭和 40 年ぐらい、約 45 年前

ということで、私たちのおやじ、おふくろの世

代のころですが、その当時はこういった農作業

をされていました。 

 

こちらの写真は昭和 46 年ごろのものですが、

一世代、二世代前までは、当たり前にあった生

活風景です。 
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柳川の「水」から見えてくるものということ

で、自然、風土、歴史、暮らしなど、水と市民

の生活の関わりが非常に深いです。 

 

地域ごとというのは、冒頭に合併して新市に

なったとお話しましたが、上流域と干拓地、市

街地、そういった地域ごとに生活スタイルがあ

ります。 

これらがすべて掘割の水でつながっていると

いうことが、本市の特長かと思います。 

 

北原白秋先生が亡くなる直前に「水の構図」

というものを出されています。 

この中で「水郷柳河こそは、我が生まれの里

である。この水の柳河こそは、我が詩歌の母体

である。この水の構図、この地相にして、はじ

めて我が体は生じ、我が風は成った。」というこ

とを序文で書いていただいております。 

 

 

 

そして、実際の水まつりの話ですが、先ほど

もお話をしたとおり、高度成長期には上水道の

発達、洗濯機と合成洗剤の普及、ごみの不法投

棄といったことが続きまして、左下のような状

況になってしまいました。 
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このままではいけないということで、住民説

明会を開いています。この頃は、堀は埋めてし

まえという市民の皆さんからの意見が大半で、1

回の会議で堀をきれいにしましょうということ

にはなかなかならなかったそうです。 

 

説明会を開いて理解を得たところから、人力

やバキュームダンパー、ジェットポンプなどを

使って、市民の皆さんと市の職員総出で浚渫を

したり掃除をしたりということを始めました。 

 

 

 

 

そういった活動の成果がありまして、少しず

つ状況は改善されてきました。 

 

水に関する取組では、色々な市民の皆さんと

協働という形で取り組んできています。 

特に、昭和 51 年に用排水路管理条例の制定、

昭和 52 年に河川浄化計画が策定され、市民の皆

さんと一緒になって、浚渫や掃除をしていく取

組が始まったということです。 
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今回のイベントにつきまして、その基礎とな

りました「掘割を守り育てる条例」という条例

を平成 11 年に定めています。 

愛称を「水の憲法」と付けさせていただいて

おりまして、こういった取組の中から、市民の

皆さんと一緒に始めたということです。 

 

今回の水まつりは、この「掘割を生かしたま

ちづくり行動計画」の企画事業の一つです。 

この行動計画の柱である、いかにして実践す

るかという中で、新たな水まつりをつくろうじ

ゃないかという話になりました。 

 

 

 

平成 8 年から、柳川では掘割の中でソーラー

ボート大会をやっていまして、これと何かタイ

アップしてできないかということで、この行動

計画の策定に携わっていただいた審議会の委員

さんの有志の方 4 人と趣意書を作ったところか

らスタートしています。この趣意書を作ってア

タックし始めたということです。 

 

 

 

 



 

第 15 回全国水の郷サミット開催報告書 2009.10.15 54 

私たちが色々と事業をする中で、市民や事業

所の皆さんと協働するにあたり、一番心がけて

いることは情報の共有です。 

 

ですから今回も、行政が企画を立てて、市民

の皆さんにやりましょうというのではなく、白

紙の企画書の段階から、何かやりましょう、何

かやれませんかね、というような話をしながら、

今回の企画を立てたところです。 

 

 

 

この中からキーワードが出てきました。それ

が、自分たち「市民の市民による市民のための

水まつり」にしようということでした。 

それから、先ほども申しあげましたとおり、

水は私たち市民の生業のもとになっていますの

で、その大本であります水源の森の重要性を啓

発していこう、それから、ソーラーボート大会

と連携していこうということで、会則や目的と

いったものはすべて、実行委員の皆さん、市民

の皆さんが作られました。 

 

このイベントコンセプトも、水辺回帰に向け

た方向性を作っていこうというキーワードも、

実行委員の方からいただいた言葉です。 

 

1 つ目のコンセプトは、「水と遊ぶ」というこ

とです。 

掘割の上で、カヌーや本市の川下りに使われ

ていますどんこ舟をオールで漕ぐ、船頭レース

や掘割エイト競漕といったものをやりました。 
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２つ目のコンセプトとしては、「水辺で寛ぐ」

ということで、子どもたちやお年寄りが参加し

やすいイベントをつくることです。 

 

3 つ目は、「水辺を感じる」ということで、上

流から竹を切ってきて、どんこ舟の上に浮かべ

て灯明まつりをやるといった企画を、市民の皆

さんと一緒にやりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年から始めて、今年がまだ第 2回目です。 

我々がいつも話しているのは、1年間 365 日の

うち 2 日間のイベントではなく、陣内先生のお

話にも出ていましたけれども、暮らしの中に当

たり前に水辺があるということを、こうしたイ

ベントを通して感じるきっかけになっていけば

いいなと考えています。 
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それから、長く取り組んでいくためにはどう

すればいいのかという話をしていましたら、市

民の皆さんからは、楽しい、テーマに興味があ

る、達成感が得られる、面倒くさくない、参加

しやすい、素敵な人がいるといったことがある

と、自分はずっと活動を続けていけるのではな

いだろうかというお話をいただきました。 

 

とにかく私たちは、水源の森から水をいただ

いて、有明海にきれいな状態で水を返していく

ということで、その重要性を啓発していきたい

と考えています。 

これからも、水源の森の大切さをＰＲしてい

きたいと考えています。以上です。 

ありがとうございました。 
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事例報告４ 

川を生かしたまちづくり 

NPO 法人新町川を守る会 理事長  中村 英雄 氏   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新町川を守る会の中村です。 

できる人が・できる時に・できることをとい

うことで、平成 2 年の 3 月に新町川を守る会を

立ち上げまして、この 20 年間、ずっと川での色

んなことをやっております。 

徳島市は非常に川が多くて、138 の川が流れて

います。 

川の汚れの原因は、かつては工場排水が中心

でしたが、今では家庭の雑排水が 7 割を占めて

います。自分たちが汚した川は、自分たちで掃

除しようということで活動しています。 

会員は、最初は 10 名で始めましたが、今は 300

名ぐらいに増えています。個人が 280 名で、法

人が 20 社。 

会費は個人が 3,000円で、法人が 30,000 円と

いうことで、会費を払うと、掃除をする権利を

皆さんに与えております。 

 

新町川の位置は、なかなか全国に行って徳島

といっても分かってもらえませんので、このよ

うな地図をつくっております。 

 

1990 年 2月に有志10人と「新町川を守る会」を結成。1999年に NPO法人格を取得。ひ

ょうたん島周遊船の名物案内人として活躍するほか、川の清掃やイベントの開催、花植

え、植樹活動など、広範囲に活動。「一人の百歩より百人の一歩を！」を合言葉に、川

を守り、水を生かしたまちづくりを推進している。 
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主に活動しているのが、このひょうたん島で

す。 

ちょうどこの会場の前を流れているのが助任

川で、助任川とこの新町川に囲まれたところ、1

周 6ｋｍありますが、ここで色々な活動をしてい

ます。活動拠点は、両国橋のところに構えてお

ります。 

 

河川清掃を、毎月 1 日と第 3 土曜日にしてお

りますが、最近は掃除が好きな人もいますので

毎週 1回ぐらいのペースでしています。 

今はこのように自転車はありませんが、夏場

は掃除をすると 4トンぐらいのゴミが出ます。 

発泡スチロールや空き缶、タバコの吸殻もた

くさんありますし、時には犬や猫、さらには豚

などの動物が浮いていることもあります。 

大きいものであれば冷蔵庫だとか、生活に必

要なものなら何でもあるような気がします。 

 

新町川の掃除は初めからずっとしていますが、

新町川だけではいけないということで、吉野川

にも毎月 1回、清掃に行っております。 

ちょうど 10年ぐらい前から行くようにしてい

ますが、やはり吉野川の方にもたくさんゴミが

あります。台風が来ますと、上流から流れてき

たゴミで一杯になります。 

これは吉野川の河口のところですが、取りき

れないぐらいのゴミがたくさんあります。 

 

これは会場前の助任川ですが、私たちは、こ

うした船 4隻で掃除をしています。 

このときは助任小学校の子が船に乗りました

が、この 4隻を使って、1周 6ｋｍを無料で運航

しています。保険代は 100 円いただいておりま

すが、100円だと市民もたくさん乗ってくれます

し、川も本当に良くなっていきます。 

この周囲 6ｋｍの間、ほとんどの護岸が青石で

整備されておりまして、この前を通りますと、

幼稚園の子が必ず手を振ってくれます。 
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両国橋のところには、こうした車椅子で乗れ

る専用のエレベーターがついていますが、やは

り川は、だれでもが利用できるようにした方が

いいと思います。 

車椅子の人が、エレベーターに乗ってやって

きています。やはり色々な人、だれでもが利用

できるような川、そういう川づくりでなければ

いけないのではないかと思います。 

このエレベーターが出来てから 7、8年になる

と思いますが、年に大体 300 人ぐらいの人が利

用しています。 

ここだけではなくて、色々なところに行くと

きにもこういうエレベーターがあって、車椅子

の人が降りられるようなまち、そういうまちづ

くりができていくと、徳島はますます魅力的な

まちになっていくのではないかと思います。 

 

それから、こういう川岸の花の手入れなども

しています。 

 

 

これは、ひょうたん島を少し入ったところで

すが、これも平成 2 年 5 月から毎週日曜日、大

体朝 6時ぐらいから手入れをしています。 

延長で 400ｍぐらいありますが、こういうとこ

ろに花を植えて、ずっと手入れしています。 

夏場は草を抜くのと水やりが大変で、国道で

も草花が枯れているように、やはり雨が降らな

ければ大変です。 

でも、今のところ 4、5人ですが、必ずみんな

が行って手入れしています。 

ここには見えませんが、桜の木も植わってい

ます。本当は、こんなところに桜の木を植えて

はいけませんけれども。 

 

川では、ものすごく楽しむことをたくさんし

ています。 

これはラブリバーイベントとして、水際コン

サートを毎月最終金曜日に開いているもので、

活動拠点としているところで、こういうライブ

をやっています。 
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この前に台船が浮かんでいて、100人ぐらい来

ます。表現がおかしくていつも怒られますが、

飲み放題 1000 円です。飲み放題というといけな

いみたいですが、一応 1000円で、毎月最終の金

曜日にやっています。 

今月は 10 月 30 日ですが、非常に楽しくやっ

ております。 

みんなが川で遊び、川をきれいにしていくに

は、掃除をするということと、常に楽しんでい

くことが大切だと思います。 

 

これは、川での寒中水泳大会です。 

昭和 30 年ぐらいまでは、徳島でも県庁前でし

ていました。その後は川が汚れて中止されてい

ましたが、40 年ぶりに復活しまして、今年で 13

回目か 14 回目になります。この寒中水泳大会も

毎年やっています。 

今日のようなシンポジウムと違いまして、寒

中水泳大会は、予定が 1時間であれば 40 分で終

わります。この事例報告も１時間で終わるはず

でしたが、私のところですでに 1 時間を過ぎて

いますので。 

こういうシンポジウムは延びるものですけれ

ども、寒中水泳だけはもっと泳げと言っても、

みんなすぐに上がってきます。 

ただ、こうやって川で泳ぐということができ

るようになってきて、みんなが川に関心を持っ

てくれたのではないかと思っています。 

 

 

 

新町川をきれいにするためには、やはり吉野

川でも何かしなければいけないということで、

これは元々、徳島市の市制 100 年を記念して始

まったイベントです。 

今は新町川を守る会で、吉野川フェスティバ

ルをやっています。7月の最終の金、土、日曜日

にやっていますが、3日間で 5万人ぐらいの人が

来て、川風に吹かれて楽しんでおります。 

川の中では干潟の観察会とか、ウインドサー

フィンとか、川を主人公にしたようなイベント

をたくさんしています。 

 

これは阿波おどりのときですが、こういう水

上ステージを作って、船で回っています。 

この新町川の遊覧船は平成 5 年から始めまし

て、当時は 1 年間に 100 人ぐらいしか乗りませ

んでしたが、今年は 5 万人ぐらい乗るのではな

いかと思います。 

今年の 8月 14 日の阿波おどりのときには、朝

10 時から夜 10 時まで運航しまして、1,980人が
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乗船しました。8 月の乗船者数は 10,560 人を記

録しまして、1ヶ月で 1万人を超えました。 

 

中秋の名月には雅楽の演奏会をします。今年

は、10 月 3日にこういう演奏会をしました。 

とにかく川を見てくれということで、みんな

に川を見てもらうようにしています。 

やはり女優さんも川も同じで、見られて美し

くなっていきます。みんなに川を見てもらうこ

とによって、川はきれいになっていきます。 

まちも、川がきれいになっていくと、周辺の

建物も川のほうに向いてきます。かつて川を背

にしていた建物も、今は川の方に向くようにな

ってきました。 

 

これは川からサンタがやってくるというイベ

ントで、大阪でも伴さんにぜひやって欲しいと

思いますが、これも 10 数年していまして、毎年

12 月 23、24、25 日に高校生がこういう飾り付け

をしてくれまして、船に乗ってサンタクロース

が１日に 1,000 個ぐらいのプレゼントを配って

回ります。 

最初は私もサンタクロースをしていましたが、

去年は乗りませんでした。最近はなり手が多く

て、中学生が 2、3名、高校生が 3名、大学生が

2名、大人が 1名か 2名乗るようにしています。 

川からプレゼントを投げていきますが、大勢

の人が川沿いにきます。これだけ見るときれい

ですが、後ろから必ず黒子がついてきておりま

して、川の中に落ちたプレゼントは拾うように

しています。 

 

徳島の川も、昭和 40 年から 50 年が一番汚れ

ていたと思います。 

そのときであれば、カヌーに乗ってもしぶき

がかかるとボートが黒くなっていましたが、今

はそんなに汚れないと思います。 

カヌーも 2 日に 1 回の割合で来るようになっ

ていて、カヌーを見かけるのが当たり前のよう

になりました。こんなにたくさん来るときは少

ないですが、1艇か 2艇は必ず来ています。 
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これは、青年会議所が企画しました、橋の下

美術館という取組です。橋の下に絵を描いて、

船から見るという取組で、これも 3 年前だった

と思いますが大変好評でした。 

 

川がきれいになって、水辺が楽しくなってい

きましたので、こういう形で水辺にパラソルシ

ョップができました。 

平成 7 年から始まって、最初はたくさん店が

出ていました。しばらく出店数が減っていまし

たが、最近はまた増えてきています。この前の

連休も、たくさんのショップが出ていました。 

昔は商店街が良くて、周辺にこういうものが

できていましたが、これからは川が良くなって、

それから川岸が良くなって、それから商店街が

良くなってくるという形で、川からの都市再生

という流れに地域が大きく変わってくるのでは

ないかと思っています。 

 

川のところでは、こういう遊山箱づくりなど

もしています。 

 

それから 12月になりますと、県庁前のヨット

ハーバーにはこういうクリスマスツリーができ

て、私たちが活動している水際にも、下のよう

なクリスマスツリーが登場します。 

 

また、水辺のパーティーですが、私も 50 歳ぐ

らいまではあまりお酒を飲みませんでしたが、

今は飲まない日がないぐらいで、家内にちょっ

と飲むのやめたらと言われていますが、やめら

れなくて、毎日飲むようになっています。 
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色んな生態系や新町川を考えるようなシンポ

ジウムもたくさん行われています。 

川がみんなから見られるようになってきて、

川の岸に色々な建物が建ったり、変わった色の

ものができたりしてきますので、みんなでこれ

からの新町川をどうしていけばよいかというこ

とについて話し合っています。 

 

これが私たちの船着場ですが、ＮＰＯでこん

なところの台船が許可されているところは珍し

いのではないかと思います。 

昨年、ここで建築士会の全国大会があったと

きに、水際公園全部を使って 3,000 人という大

勢の人が川をみながらの懇親会をしました。 

今月の 10 日にも、200 名ぐらいで交流会をし

ましたが、こうやって常に川を見てもらいなが

ら色々なことをやるようにしています。 

 

川をきれいにしていくのには源流から始めな

くてはならないということで、最近は高知県の

大川村まで行っています。今月も水資源機構さ

んと一緒に、山のほうへ行きます。 

そして、源流での植樹や間伐、下草刈りをし

ていますが、そのときに山の人と一緒に話し合

うことをしています。 

下流は上流の恩恵をものすごく受けています

ので、私たち下流のものが上流のために、何が

できるのかということを一緒に考えるようにし

ていて、10 年ほど前から年に 3 回ぐらい行くよ

うにしています。今月も行きますので、よけれ

ばだれでも参加してください。 

 

こういう風に杉を間伐して、その間に木を植

えてということをしています。 

高知県では、森が非常に病んでいます。緑は

たくさんありますが、下には下草が生えていな

くて土が一杯です。緑はありますが、緑の砂漠

という感じになっていて、雨が降ったら土砂が

どんどんダムに流れて行きます。 

これからは、下流のものも一緒に上流の森づ

くりをしていくことが本当に大切だと思います。 
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私たちは、ひょうたん島だけでなく、他にも

色々なところに行っています。 

2 年前からは、鳴門まで船で行っています。ウ

チノ海まで往復 50ｋｍぐらいありますが、これ

も保険代 100 円で行っていますので、だれでも

参加してください。 

明治 25 年から始まって昭和 10 年ぐらいまで

あった撫養航路ですけれども、陸上交通が普及

してからは運航されなくなってしまいましたの

で、これを再興しています。行ってもらうと本

当に楽しいところです。 

 

吉野川を通って、榎瀬江湖川に入っていきま

す。今日もこんな形で、朝に十六兵衛屋敷まで

行ってきました。 

 

ここを通って今切川の河口堰まで行きます。 

最終の日曜日は水資源機構さんが一緒に乗っ

てくれまして、河口堰の役割などの話もしてく

れています。 

 

 

これは去年の写真ですが、1ｋｍぐらいに渡っ

て、こういうホテイアオイというボタン浮草が

あったところで、読売新聞にも載りました。 

今年はほとんどありませんが、去年は野菜畑

を走っているようで楽しくなってきまして、こ

の上を船で走っていきました。 

今年は台風もありましたし、国土交通省で最

初から草を取り除いたと思いますので、今年は

ほとんどありません。 

先週、川での福祉と教育の全国大会があった

とき、ここまで東京の人や飛行機で来た人を迎

えに行って、ここから徳島まで案内してまいり

ました。 

 

船で行っていますのは、鳴門の朝市と徳島の

朝市をつなぐためです。 

徳島市でも紺屋町の朝市がはじまりましたの

で、鳴門の朝市と徳島の朝市を、船でつないで

います。鳴門は市役所の前と、第一土曜日がウ

チノ海でしています。 
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我々も台船の上で、その日取れた漁師さんの

魚を売っています。毎週土曜日にやっておりま

すので、また覗いてみてください。 

 

今後の展開として、色々なところ、十六兵衛

屋敷や藍の館に行くことを考えています。 

また、徳島市のひょうたん島だけでなく、北

島町にもひょうたん島がありますので、来月に

は北島町のひょうたん島めぐりもします。 

そうやって、色々なところの自治体と一緒に

なって、地域づくりをやっているところです。 

今の乗船者数は約 5万人ぐらいですが、4割が

県外、3割が市内、3割が郡部という形です。 

自分たちのまちは自分たちがつくっていくと

いう気持ちで市民が動いていくと、行政も、企

業も、市民も応援してくれて、本当にきれいに

なってきました。 

今ある 4隻の船は、1隻は徳島市が、1隻はロ

ータリークラブが、1隻は阿波銀行が、もう 1隻

はこの８月に港産業さんが寄附してくれたもの

です。船は大体 500 万円から 700 万円ぐらいか

かります。 

そうやって、市民みんなが応援してくれるこ

とで、まちは良くなっていくのではないかと思

います。 

ひょうたん島の周囲に整備されている青石の

護岸と親水公園は、平成元年から平成 16 年ぐら

いの間で、護岸に 50 億円、公園に 100 億円ぐら

いかかったと聞いております。 

今なら無駄な公共事業の代表かもしれません

が、そういうことに先に投資をしていましたの

で、本当に徳島の人には、このひょうたん島に

愛着と誇りができて、良いまちになっていると

思います。 

 

みなさんがありがとうといってくれる言葉が、

本当に私たちの喜びで、みんなで頑張って地域

づくりをしています。 

どうもご清聴ありがとうございました。 
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パネルディスカッション 

水×人 ― まちは、水ともっと仲良くなれる。 ― 

 

  ■コーディネーター   陣内 秀信 氏 / 法政大学デザイン工学部建築学科 教授 

  ■パ ネ ラ ー   氏原 睦子 氏 / ＮＰＯ法人雁木組 理事長 

              伴  一郎 氏 / 伴ピーアール株式会社 代表取締役 

              山田 秀太 氏 / 柳川市総務部企画課 係長 

              中村 英雄 氏 / ＮＰＯ法人新町川を守る会 理事長 

              谷本 光司 氏 / 国土交通省土地・水資源局水資源部 部長 

 

 

陣内 色々と苦労もある中で、それを見事に克

服し、見事な成功を収めていらっしゃる 4 つの

事例についてお話いただき、大変示唆に富んだ

ポイントを示していただきました。 

振り返って考えると、日本はどこのまちでも

水を活用して水辺に親しむ都市空間をつくって

きましたが、工場排水や下水など、近代化の色々

な過程で水が汚れ、舟運が使われなくなってし

まいました。そして、人々の意識は完全に水か

ら離れてしまい、洪水からいかに生命と財産を

守るかということだけに力が注がれてきました。 

ところが、そういった状況を克服し、水辺を

蘇らせてきたプロセスというのは、どこの地域

にもあったということが、まずは分かっていた

だけたことと思います。 

私も水辺に関心があって、昔から色々なまち

を眺めています。今日、お話をいただいた柳川

は、水を生かしたまちづくりの代表選手でして、

70 年代だったと思いますが、柳川と小樽の 2 つ

が日本の環境問題、都市問題の中で、水辺に最

初に取り組んだ、戦って成功させた例だと思い

ます。 

小樽は、運河を埋めてしまうという話があっ

たのを半分残して、それ故に大成功しました。 

そして柳川は、宮崎駿さんの「柳川掘割物語」

も制作されましたが、あの映画を私も 30 年近く

前に見て、非常に感動しました。 

1 度は埋めることとしていた掘割を、市民の

方々が清掃する中で、水が生きているというこ

とを発見し、そして生かしたというプロセスが

よく分かりました。大阪や広島でも、そうだっ

たと思います。 

始めに問題を少し整理してみますと、使われ

なくなって汚れてしまっていた水辺を取り戻す

場づくりを、みなさんやられているのではない

かと思います。柳川や徳島は清掃から始めたと

いうことですし、雁木タクシーを始めるに当た

っても、やはり使われていなかった雁木を皆さ

んが掃除して、活動の場を取り戻したというこ

とで、その努力はすごかったと思います。大阪

も市民が一緒になって、そういうことをやって

らっしゃるということです。 
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ただ、それだけではだめで、やはり楽しく使

う、親しむ、経験する、そういうことと一緒に

していく必要があります。 

水辺をきれいにしながら、そこを使っていく

創意工夫、アイデアたっぷりの色々な企画と、

それを実行に移す行動力や組織力が必要だと思

いますが、みなさん本当にどうやってこられた

のでしょうか。 

子どももお年寄りも、色々な立場の人が楽し

んでいる中で、段々と企業や行政も参加してく

ださったということですが、それまではご苦労

もあったことと思います。 

それからお金もかかります。大阪の天の川の

プロジェクトなんかは、相当お金がかかったの

ではないかと思いますし、他でも色々なことを

するにはお金が必要です。 

徳島に関しては、船も行政だけでなく、民間

の銀行や企業やロータリーが寄贈してくださっ

たという話ですが、皆さんが活動をしていく組

織をどのように構成するか、そして、その時に

企業や行政がどう関わり、サポートしていける

かというのは大きな問題だと思います。 

それから、水辺を使わなくなって久しい一方

で、河川管理者である行政が船着場などを管理

するという体制が出来てしまいましたので、使

おうとしてもなかなか自由に使えないといった

ことも多かったのではないかと思います。 

それを克服している事例が多い訳ですが、広

島と大阪は河川区域内に色々な施設やカフェを

つくっているようです。 

河川法が変わって、国や地方自治体の側にも、

船着場などを積極的にＮＰＯ活動に提供するな

ど、本当にいいまちづくりをしていこうという

ご努力があったかとは思いますが、これまでの

管理や規制をどのように突破してきたのかとい

う背景もお伺いしたいと思います。 

それから、会場の皆さんからご質問を 3 つほ

どいただいていますので、少しずつご紹介しま

すが、その中に関係するものとして「運航や花

壇整備の費用をどのように獲得されたのでしょ

うか。」という、費用の問題があります。 

それから、「活動をする上で最大の問題点は何

でしょうか、また、それに対してどのような対

策をとられましたか。」ということで、これは広

くご質問をいただいています。 

市民で色々と組織して、みんなが同じ目的を

共有して活動していく中での障害もあるでしょ

うし、先ほど広島のシジミ漁の話がありました

ように、元々水辺を利用されていた漁業者との

関係もあるでしょうし、あるいは昔から屋形船

やっている方々と新しい船を持ち出す場合のト

ラブルなども東京ではあります。 

色々あるとは思いますが、まずご質問したい

のは、清掃活動についてです。水の中に入って

ドブさらいや掃除をするのは大変なことだと思

いますが、よくそんなこと市民の皆さんを巻き

込んでできたなと思います。 

それを楽しさに結び付けていったポイントな

どについて、柳川と徳島のお二人から聞かせて

いただけますか。 

 

         

 

山田 先ほどの資料では詳しく説明できません

でしたが、柳川の水質は昭和 45 年ごろが一番ひ

どくて、堀の上にゴミがたくさんあったり、水

が流れなくなったりして、排水路的な使われ方

しかしておりませんでした。その時に、やはり

市民の皆さんと一緒にやっていくしかないとい

うことになったそうです。 

宮崎駿監督の「柳川掘割物語」の中にもあり

ますが、市が掘割を埋め立てるという計画を覆

して、河川浄化計画の策定などを市民と一緒に

なって始めたということです。 

住民説明会として、色々な地区に入って行政

区長さんなどと話していくなかで、やはり当時

はもう埋めてしまえという意見がほとんどだっ

たそうです。今の私どもの課長と部長がその頃
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の担当で、ずっと地元を説明して回ったそうで

して、2、3 回そういう説明会を開いても同意が

得られなかったそうです。それで、市の課長や

部長たちが自ら作業着を着て、まずは人力で始

めたそうです。 

そして、やっと水が流れたのをきっかけに、

少しずつその地域の人たちの輪が広がっていっ

たということで、最初の取組は本当に小さなも

のだったそうです。 

それが、ある程度にまでなると全市的な取組

になって、協力していただける方がかなり増え

てきたということだったそうです。 

柳川市の水辺は、そういった形で昭和 52、53

年ごろから復活したといわれていますが、現状

はまだまだ徳島の川みたいにきれいではありま

せん。最下流に位置していて、清流といった水

にはまだまだですので、これからも色々な取組

が必要になってくると思います。 

 

陣内 ありがとうございます。それでは続いて

中村さん、お願いします。 

 

           

 

中村 平成 2 年に新町川を守る会を設立しまし

たので、会ができてからちょうど 20 年ぐらい経

ちます。私が掃除をしているのは、25 年ぐらい

になるかもしれません。 

掃除は、この 20 年間で休んだことはほとんど

ありません。台風が来て土砂降りにならない限

りはほとんどしています。この 20年間に 1回か

2回休んだだけではないかなと思いますが、掃除

は楽しくやっています。 

 

陣内 掃除って楽しいのですか。 

 

中村 掃除というのは汚いというイメージを持

たれがちですが、掃除をしている姿が板につい

てくると、段々とその姿がきれいに見えるよう

になってきます。 

格好悪いものが格好良く見えるというのがフ

ァッションではないかと思います。 

 

陣内 すごいですね。そうすると、掃除をする

人たちと水辺を使って楽しんでいる人たちは、

同じ人たちが両方やるという感覚ですね。 

 

中村 そうですね。やはり掃除と楽しむことの

両方をします。掃除は、河川環境を良くして、

水を生かしたまちづくり、水辺に人が集まって

くるようなまちづくりをしていくための手段で

あって目的ではありませんので。 

将来、こういうまちにしていきたいなと思い

ながらやっていますので、15 名ぐらいが掃除に

参加していますが、みんなニコニコしているよ

うに私は思います。川の中に落ち込む人がいま

すが、中には落ち込んだまま掃除している人も

いますし、このごろでは企業もだいぶん掃除を

しています。 

それから、みんなには「掃除をしているとき

に前でゴミを捨てる人がいても怒るな。黙々と

拾ってくれ。」と言っています。 

やはり掃除する姿が格好良く見えなければい

けませんね。私がどう見えているか分かりませ

んが、自分なりには格好良いのではないかと思

っています。 

 

陣内 なるほど。会員になると掃除をする権利

が与えられるというお話を聞いて、非常におも

しろいなと思いました。 

うっかりしていましたが、このパネルディス

カッションの最初にやはり、今までの発表をお

聞きになった国土交通省水資源部長の谷本さん

から、印象や皆さんの活動をどのように捉えら

れたかといった、全体的なお話をいただければ

と思います。 
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谷本 私ども水資源部の仕事と、今日のお話は

直接リンクするところはあまりありませんが、

私も以前、横浜市内で河川を管理する事務所の

所長をしていまして、その当時、川に関わる色々

な市民グループの方とお付き合いをさせていた

だきました。そのときの経験もあって、今日の

皆さん方の報告を、非常に感慨深く聞かせてい

ただきました。 

これは、私が勝手に思っていることかもしれ

ませんが、最初はとにかく楽しければ物事は始

まりますので、仲の良い人が集まって楽しいこ

とをやる、バーベキューでも、魚釣りでも、祭

りでも何でも構いませんが、まず始める。 

そして友達の輪が広がって、段々と規模が大

きくなっていくと好き勝手ができなくなって、

ちょっとまとまって川の一角を使おうというと

きに川に関する規制や法律にぶつかる。それか

ら、大規模にしようとするとお金もかかるし、

大勢が集まると意見の違う人も出てくるといっ

たことが、恐らく最初にぶつかる壁ではないか

と思います。 

そして、ほとんどの活動はそこで終わってい

ると思いますが、今日、ここに来られている方

というのは、それぞれ努力や苦労をしてその壁

を乗り越えた方々だと思います。 

特に河川の管理については、頭の固いことを

言っていた時代が長く続きまして、今でもそう

いうことを言う人がたくさん残っていますから、

ご苦労されたのではないかと思います。 

それを上手に乗り越えてこられたことが、そ

れぞれの活動が本日まで、順調に継続されてい

る理由だと思います。 

そういったノウハウが実は一番大切で、これ

は水に関わることだけでなく、楽しくて仲間を

募ってやろうとすることにすべて共通だと思い

ます。最初にぶつかる壁を、どのように工夫し

て乗り越えたかというアイデアは、非常に大事

ですので、今日会場にお集まりの皆様も、ぜひ

これから自分たちがやっていこうとする活動の

参考にしていただければと思います。 

それから、一つだけ付け加えさせていただき

ますが、堅い言葉では「規制緩和」と言います

が、最近は「社会実験」という言葉がよく使わ

れています。 

悪く言えば非常にルーズな使い方にもなって

いますが、既成概念で今までできないと思って

いたことを試しにやってみるということです。 

例えば河川ですと、大きな堰から何百メート

ルの間は船着場を造ってはいけませんという規

制がありますが、川の構造上、どうしてもそこ

に船着場が欲しいということなら、1年間だけ実

験的につくってみて、何か不都合があればすぐ

に壊すという試みです。 

そういう実験を 10年ぐらい続けて何も不都合

がなければ、川の規制の方が緩くなっていくと

いう突破口も出てきていますので、これは頭の

柔らかい人が 2、3人いれば、たやすくできるこ

とのような気がして、これからの活動の枠を広

げる良い手立てになるのではないかと思ってい

ます。 

 

陣内 ありがとうございます。今日、議論すべ

き一番重要な課題をずばっとお示しいただいて、

本当にありがたいです。 

そういう従来のルールを乗り越えていくため

の取組、社会実験という言葉が先ほど出ました

が、まさに広島や大阪でやってらっしゃること

はそれの繰り返しというところがあると思いま

す。 

雁木タクシーも、今までの常識では考えられ

ないことにチャレンジされていて、規制やルー

ルの中で格闘した、戦いの歴史だと先ほどおっ

しゃいましたよね。 

同時に、頭の柔らかい人が 2、3人いれば何と

かなるということで、広島にも大阪にも頭の柔

らかい知恵者というか、行動力のある人が、市
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民の中にも行政の中にもいらっしゃるような気

がします。 

そういったお話を広島と大阪のお二人に伺い

たいのですが。 

 

               

 

氏原 頭の柔らかい知恵者ももちろん必要です

が、やはり一人は負けず嫌いがいないと続かな

いかもしれませんね。 

私たちがしていることは、当初、何をやって

も、どこへ行っても新参者という扱いを受けま

した。それは覚悟しておりましたので、これを

認めてもらうためには実績を作るしかないとい

うことから始まりました。 

それは、行政の規制ももちろんのことですが、

川に元々ある慣例的なものだとか、まちの仕組

みというものについても、やはり実績をつくっ

て存在を認めてもらうところからのスタートだ

ったと思います。 

理不尽なことはたくさんありますが、それを

壁と呼ぶか、企画と呼ぶかというのは大切だと

思います。大変なことばかりあると仲間は離れ

ていくこともありますので、仲間づくりという

のが一番苦労しているところです。 

川をテーマに雁木タクシーという人様の命を

預かる船の事業を興していくのは、色々な考え

方の人間がいて賛否両論ありますが、壁を企画

に変えていく、歴史的な雁木を保存するプロジ

ェクト、子どもたちのプロジェクト、環境のプ

ロジェクト、食文化のプロジェクトという風に

展開していくことで、壁をまず企画に変えるこ

とが大切だと思います。 

それがイベントであれば、同時に仲間も広が

っていきます。雁木組を名乗っている人の中に

は、実は船に全然関わったことがない人もいま

す。シジミの応援プロジェクトとして、シジミ

を用いたフランス料理の講習会を開いた人が仲

間になってくれるなど、柔軟な形でやっていく

のが私たちのやり方かなと思っています。 

とはいっても、すぐに仲間が増える訳ではな

く、本当に信頼できる人というのは 1 年に 2、3

人というようなペースでやっています。 

 

陣内 行政の中にも、徐々にそういうことを分

かってくれる人が出てきていますか。 

 

氏原 そうですね。行政の方は、仕事としては

応援できないけれども、個人として関わってく

れるところからスタートしています。 

それだけ、雁木を使って航路のないところで

事業をするということには、かなり行政の方は

構えていらっしゃるということが多かったです

ね。運輸局しかり、河川管理者しかり。 

 

陣内 今はだいぶ良くなりましたか。 

 

氏原 どうでしょう。 

 

陣内 今のお話、大変おもしろく伺いましたが、

壁を壁と感じるか、壁を企画に変えてプロジェ

クト化し、柔軟にアイデアを出していくことで

大きく違うということです。 

先ほどの掃除についても、格好良く見えるよ

うにというお話を中村さんがされていて、やは

りテーマというか、何をなすべきかということ

を浮かび上がらせて、それをみんなでやりがい

のあるものに仕立て上げる創造性というものが

非常に大切だなと感じました。 

それをプロジェクト、ワークショップという

言葉もよく使うと思いますが、プロジェクトに

するという方法もいいなと思って伺いました。 

そういう意味では、これまでに色々なプロジ

ェクトを打ち上げて、それを見事に実行してこ

られた伴さんがいらっしゃいますので、ご苦労

されたことも多かったと思いますが、社会実験

という話もでましたので、そういったことも含

めてお伺いしたいと思います。 
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伴 大阪の場合は天神祭がありますので、川の

掃除などにつきましても、天神祭のボランティ

アがそのまま掃除のボランティアになります。

行政の方も民間の方も学生も色々な人が入って、

7月 24 日、25 日に 500 人が集まります。 

そして、最高齢で 80 歳過ぎのおじいちゃんも

ボランティアで来ます。世の中のために何か良

いことをしたいといって来ますが、そのおじい

ちゃんのために、2人ボランティアがつかなけれ

ば危ないという感じです。 

テーマについては、大学生もお年寄りもお子

さんたちも行政も立ち行くように、「心のゴミを

拾いましょう。」ということでやっています。ゴ

ミを拾って心に溜まっているゴミも拾っていき

ましょうと言うと、割とみんな素直に拾います。 

そして、大阪商工会議所の会頭名で天神祭の

ボランティアに来ましたという証書を学生に渡

す訳です。そうすると学生は必ず４年間来ます。

就職に有利になるという話もありまして、楽し

みながら現実的なことも含めて参加してくれて

います。 

最初の 2、3年は来たときに渡していましたが、

ゴミ掃除をせずに証書もらったら帰ってしまう

人もいたので、今は終わってから渡すようにし

ています。 

それから水上タクシーについては、昔の話に

なりますが、東京の友達から「明日、水上タク

シーに乗りたい。」と連絡がきたときに、大阪市

の建設局に電話しましたら、2週間前に連絡して

もらわなければいけないと言われました。 

そして、本当に乗るかどうか東京の人に印鑑

をもらってきてくれと言われましたので、「タク

シー乗るのに印鑑もらってこいって？タクシー

なんて今言って、今乗るものと違いますか。」と

言いました。 

すると、次は 2 週間前に鍵を取りに行ってく

ださいと言われて、大阪の南港にあるＷＴＣと

いうところに行って申請書を出して、許可が下

りたらまた鍵をもらいに行くわけです。 

申請書をまず出しにいって、2、3 日後に許可

がおりたら鍵をもらいに行って、それで鍵を持

って帰って桟橋の入口のドアを開けて、乗せて、

終わったらまた鍵を返しに行く訳です。ですか

ら、水上タクシーに 1 回乗ろうと思ったら、船

長さんは 4日間ぐらい仕事ができません。 

これではおかしいということで、色々と話を

してきましたが、最終的にはもうＮＰＯに任せ

なさいという話になりまして、川の駅にしろど

こにしろ、八軒家浜も含めて、全部ＮＰＯが鍵

を管理しますということにしました。 

今は、ＮＰＯ大阪水上安全協議会という組織

をつくって、すべての鍵を私たちが管理してい

ます。 

それから、2年ほど前に大阪シティクルーズ推

進協議会という組織をつくって、すべての大阪

の舟運業者に登録してもらっています。観光船

の業者も新規参入も関係なく参加してもらって

います。 

つい先週、大阪の川に全部の船が出て水上パ

レードをしたところです。砂利採集船も川のゴ

ミ掃除の船も水上バスも屋形船も全部出てパレ

ードをしてもらって、そこに市民が来て拍手を

送ってもらいました。船の横には横断幕をつけ

て、どこの会社の船ですよということをみんな

に見てもらいました。 

そうやって、みんなが立ち行くようになんと

かしていくことが大切です。 

壁があっても、いくらでも乗り越えられます。

壁は一人のキャッチボールみたいなもので、力

を入れるとこっちに返ってくるし、力を抜くと

手前に落ちるということで、私たちも色々なも

のを乗り越えています。 

色々と言っても大阪でありがたいのは、天神

祭がありますので、少なくとも年に 1 回は 150

隻の船がみんな顔を合わせていますので、非常

にやりやすいということです。 
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陣内 さりげなくおっしゃっていますけれども、

驚くべきお話で、大阪の色々な立場の船が勢ぞ

ろいして水上パレードをしたというのは、ちょ

っと信じがたいぐらいすごい話だと思います。 

水上安全協議会のお話なども出ましたが、そ

ういうすごいイベントや組織の言い出しっぺと

いうのは、どういうプロセス、仕組みで実現で

きていくのですか。 

 

伴 みんな思いつきを言っているだけで、そん

なに真剣に考えていないと思いますよ。 

ただ、普通は「血湧き、肉踊る」だったらそ

れで成功すると思いますが、大阪ではそれが通

用しません。大阪の祭りや色々なものは、「血湧

き、肉踊り、骨笑う」という、そこまでしない

となかなか皆さんついてきませんので、恐らく

大阪人のＤＮＡでしょうね。 

天神祭もそうです。100 万人以上が参加して、

神さんに向かってカップヌードルやサントリー、

モルツといった商品名を連呼する祭りは、世界

中を探しても大阪だけだと思います。 

 

陣内 伴さんと大阪のすごさというのが、みな

さんにもお分かりになってきたと思いますが、

やはりそういうノリがないと、みんなの中に受

け継がれているＤＮＡがないと、なかなかそこ

までできないのではないかとも思います。 

中村さんにお聞きしますが、今では新町川を

守る会の活動はこれだけ実績が評価されてくれ

ば、中村さんが働きかければ企業も行政もお金

も出してくれるかもしれないということになっ

ていると思いますが、なかなかみんなをまとめ

てそこまですごいことやるというのは、そんな

に簡単ではなかった訳ですよね。 

 

        

 

中村 今ではみんなが応援してくれます。本当

に困るぐらい応援してくれます。 

行政も企業も市民も応援してくれますが、や

っぱり市民が応援してくれるということが大き

いのではないかと思います。市民が応援してく

れると、必ず行政も企業も、みんなが応援して

くれるようになると思います。 

それから、最初はお金もなかなか大変ですけ

れども、行政からお金をもらう場合でも、最初

は要らないといった方が大体集まります。 

最初から、これだけ掃除をするのでいくらか

お金をくださいというと、行政にもこれは金を

取りに来た団体だなと思われます。 

最初はお金なんか要りませんといって、1年か

2年かやっていきますと、市民からあそこを応援

しなくてはいけないのではないかという声が出

てきます。 

ですから、1 年か 2 年で物を言うのではなく、

10 年ぐらいのスパンで見ていく必要があると思

います。地域を良くしていこうという気持ちで

活動をしていきますと、必ずみんなが応援して

くれます。 

そして、こういうまちづくり運動というのは、

住民参加ではなく行政参加でなくてはいけない

と、私は思っています。まずは、我々市民がや

っていく、それから行政も一緒になってやって

いくという方がいいと思います。 

自分たちでまちづくりをやっていきますと、

私の経験からして必ず応援してくれたように思

います。 

今でも、私が頼みにいくことについては、だ

めだと言われたらこちらが一度引き下がらなけ

ればいけないなと思うぐらい聞いてくれます。 

今、予算は非常に厳しいですけれども、厳し

い中でもよく認めてくれているのではないかと

いう気がします。 

 

陣内 そこまでこられるのは大変なご努力があ

ったと思います。 

その点、今日、山田さんは柳川市の行政の側

から来られている訳ですが、これまで本当に市
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民と一緒になってまちづくりをしてきているの

ではないかとお察しします。 

今まで掘割が復活してきたプロセスなどを伺

っていると、市民と行政の両方が、実に上手く

コラボレーションしてきたのではないかと思い

ますが、今や柳川では、掘割が大切だというこ

とは皆さんの認識の中にあるでしょうし、やっ

ぱり残してよかったという意見もあるでしょう

し、そういった点で両者の関係は上手くいって

いて、問題は今もないのでしょうか。 

 

         

 

山田 柳川は平成 17年に 1市 2町が市町村合併

をしまして、今は新市としての一体感をいかに

してつくっていくかというのが、我々の大きな

テーマです。 

この水の問題にしても、3つの市と町では、旧

柳川のほかに、上流域にある町と、下流域にあ

る干拓地域の町が合併しましたので、地域ごと

に水の条件が違います。 

旧柳川の上流域にある町については、結構水

が豊富にあるということもあり、そういった市

民の人たちの意識の面で、いかに一体感をつく

っていくのかというのが大きな課題になってい

ます。 

 

陣内 柳川というのは、掘割が巡っていて全国

的にも有名ですから、観光客もたくさん来てい

ると思いますが、上流のまちもそういうまちづ

くりを一緒に展開していける可能性というのは

大いにあるのでしょうか。 

 

山田 正直な話、現状として、掘割は旧柳川市

のものじゃないかという意識があると思います。 

掘割が旧柳川市の地域の中にありますので、

やはりそういった意識の中で、旧柳川市のもの

じゃないかという方もやはりいらっしゃるかと

思いますので、そういったところを一体的に、

市民みんなのものですよということを分かって

もらって、一緒に考えてもらいながら、一体の

市になっていくというのが大きな課題ですね。 

 

陣内 柳川が市町村合併されたのは、旧柳川市

が中心となって他のまちを吸収したという形で

しょうか。市の名前にも柳川が残った訳ですか

ら、その点では恵まれていますよね。 

逆に、水に恵まれた小さいまちが他の大きな

ところに吸収されてしまうような合併も全国で

よく起こっていますよね。そうすると、まちの

名前も変わってしまって、なかなか苦労されて

いるということもよくお伺いします。 

柳川の場合は、そういう水のまちというアイ

デンティティはキープしながら、まちが広がっ

たという感じでしょうか。 

 

山田 旧柳川市が人口 4 万 2 千人ぐらいで、残

り 2 つの町が人口 1 万 5 千人ぐらいでしたけれ

ども、合併の方式は 3 者対等合併という形で進

めました。 

新市の名前については、市民の皆さんからア

ンケートをとった結果、柳川市が一番多かった

ということで、それを参考に、合併協議会の中

で決定したというところです。 

 

陣内 ありがとうございます。広島はまちとし

てはかなり大きいですよね。 

人口が 100 万人を超えてくると、広島が水の

まちだということはかなりアピールしていると

思いますが、それでも市民の皆さんがそのイメ

ージを共有して、ＮＰＯの活動にすぐに共鳴し

てくれるという状況にはなかなか持っていきに

くいと思います。 

大阪が全部の船を集めて水上パレードをやっ

たり、徳島の中村さんの活動が本当にみんなの

後押しを得られていたりということとは、まだ

まだ状況が違っていて、苦戦も多いと思います

が、その辺のご苦労はどうでしょうか。 
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氏原 本当にうらやましい限りですが、広島は

私もよそ者で、10 年前に夫の転勤で広島に越し

てきました。 

いわゆる市民活動、自ら活動されようという

方は、多くの方が平和活動をされていまして、

割と川に関わるボランティア団体や活動してい

る方というのは、少ないと思います。それだけ

「平和」という絶対的なコンセプトを持ってい

るまちですね。 

私たちは水辺にこだわっていまして、広島市

にも水の都担当の方がいらっしゃって、水の都

ひろしまづくりを色々とやっていますが、確か

に情報発信力はあまりないと思っています。 

けれども、先ほどＤＮＡというお話がありま

したが、広島の人たちには川に元々親しんでい

たというＤＮＡがあると思います。 

私みたいなよそ者は広島の川を見て、まず柵

がないことに驚きました。そして川に下りる階

段が至るところにあって、こんなことが許され

るのかとビックリしてしまいました。 

ただ、私たちからすると川に下りる階段とい

う発想ですが、広島の方と話をすると、川から

上がる階段とおっしゃります。というのも、小

さい頃に川で遊んだ記憶が必ずある人たちだか

らです。 

私は、雁木というのは、まちと川を結びつけ

る拠点になると思っていますが、あえてよその

人間が雁木、雁木と言わない限りは、地元の人

も気づかないことが多いと思いますけれども、

こうやって雁木、雁木と言い続けている内に、

そのことを否定する人はいないということに気

づいて、それは大きな応援になっています。 

 

陣内 先ほど、雁木組のメンバーがどんな風に

集まって活動されているかというお話がありま

したが、色々なことをやるとお金がかかると思

います。ＮＰＯでやってらっしゃるということ

で、企業や自治体からの資金面での応援体制と

いうのはどうでしょうか。 

 

氏原 基本的に、運航事業そのものには補助金

や調整金を充てないという方針でしていますの

で、大変苦労しています。 

保険代とか係船代を払うだけで本当に大変で

して、そこは必ず乗船料をいただくということ

で継続しようとしています。 

ただ、新たに投資をしなければいけない、例

えば船を新しくしたいというときは、一口 3 千

円で数百名集めて、仲間をつくっていくように

しています。これもお金がないときの企画に変

えるというプロジェクトの一つです。 

 

陣内 社会実験のお話から始まって、みなさん

上手くいっている例、ご苦労されている例、上

手くいき過ぎている例などもあったかもしれま

せんが、谷本さん、みなさんからお話を伺って

コメントをいただけますでしょうか。 

 

        

 

谷本 私は行政側の人間ですけれども、こちら

にもＮＰＯと一緒になってやりたいと思ってい

る人がたくさんいます。ただ、一緒になってや

りたいけれども、たくさんＮＰＯがあって、ど

こと一緒にやればいいのか峻別がつかないとこ

ろがあるのだと思います。 

中村さんのところみたいに 20年もやってきて

いる間違いない団体がある場合は良いですが、

まだ出来たばかりの同じような団体がいくつか

あって、こっちには助成金を出せるけど、こっ

ちは出せないという場合に、どっちに出してい

いのか分からない。分からないときは両方に出

さないというのが、役所流の決め方じゃないか

と思いますが、そういったところをどう破って

いくかというのはなかなか難しいですよね。 

中村さんのお話もその通りだと思います。ま
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ずはそういったものをあてにしないで、世の中

に貢献しているという大義を振りかざす前に、

自分たちがやりたいように楽しんでやっている

のだったら、お金も自分たちで集めるところか

ら始めるということです。それを世の中が地域

貢献の一環と認めてくれたときに、行政の側か

ら応援させてくださいという声がかかると思い

ます。 

そこまで行き着ければ、あとはかなり順調に

いけると思います。今、上手に動かしていただ

いているグループというのは、みんなそこまで

辿り着いていると思います。 

 

陣内 今おっしゃったとおり、色々な組織が頑

張っていますけれども、なかなか横の連携とい

うのは、東京の場合でも本当に難しいです。 

本当にたくさんのグループがありますが、協

力するどころか、お互いに足を引っ張り合った

り、けなし合ったりという状況もあります。 

広島や大阪というのは、本当に色々なイニシ

アチブがあると思います。 

特に大阪の場合は、色々な性格のグループが

みんなで盛り上がって、一つの大きなプロジェ

クトを成し遂げてしまう。しかも、企画から実

現までが早い。それはどういうことなのかと、

いつも不思議で仕方がありません。さっきのご

説明でも何となく分かりますが。 

 

               

 

伴 大阪というのは大きく見えますが、言って

みれば大きな村みたいなものです。知り合いば

かりがやっていますので、「あいつがあんなんす

るんやったら、わしはやめとこ。わしはこんな

んしよう。」という風に、人と同じことはしたが

りません。 

それから、大阪の場合は自分たちでお金を出

していくという風習があります。大阪城もそう

で、昭和 6年 11月 7 日に全額市民の寄附で建て

ました。今の価値で 150 億が、半年で集まりま

した。 

つい最近も、落語の繁昌亭を市民の寄附でつ

くろうということで、1年間に 2億 4千万円が集

まりました。 

そういった、楽しいことをするのなら自分で

お金を出そうという、ある意味での大人文化が

大阪にはあります。そして、親が寄附している

姿を子どもが見て、早く自分も勉強して、大人

になって寄附をしたいと思うようになります。 

あくまでも商都大阪で、商売人のまちですか

ら、自分がやりたいことは自分でするという習

慣があります。 

こんなことを言うと少し失礼かもしれません

が、例えば 100 万円の助成金をもらうと、1,000

万円の知恵がなくなるからもらうのを止めてお

こうとか、そういったことで大阪はやっていき

ます。 

そして大阪は、水の都大阪、食いだおれのま

ち大阪、商都大阪という 3 本柱が常にリンクし

ています。水は天神祭でみんな見ますし、道頓

堀川もある訳ですが、水辺だけでなく、その 3

つが複合的に作用して、ＮＰＯもそれぞれの持

ち場で、お互いに立ち行くようにやっていこう

としています。 

 

陣内 ありがとうございます。柳川は大阪と比

べれば小さいまちですが、色々な市民のグルー

プがあるのでしょうか。 

そして、その人たちは上手くつながってやっ

ていますか。固有のＮＰＯとだけ行政が仲良く

なってしまうと、なかなかやりにくいところも

あると思いますが、その辺はどのように付き合

ってらっしゃいますか。 

 

          

 

山田 柳川市にはＮＰＯが 7 つぐらいで、実際

に活動してらっしゃるのは 2 つか 3 つぐらいと
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いうのが現状です。 

実際にこういった活動をするときには、観光

協会や商工会議所など、業種ごとの組織と上手

く調整しながらやっているのが現状です。 

 

陣内 ありがとうございます。先ほど氏原さん

のプレゼンテーションの中にも、色々な楽しい

イベントが出てきましたけれども、あれは雁木

組ではなく、別のグループがやっているのです

か。みなさんとリンクして。 

 

               

 

氏原 一緒にやることもありますし、私たちが

自分から仕掛けることもあります。 

ただ、最近は運航だけでも精一杯でして、至

るところで色々なイベントをしていますので、

現在は、それをネットワークするというやり方

をしています。 

志の高い市民の方たちがそういう活動をして

いますので、そういう人たちとはネットワーク

する役割としてとても上手くいきますが、やは

り同業他社につきましては、なかなか難しいも

のがあります。 

私たちが運航を始めてから、本当に多くの自

治体の方がヒアリングに来られますが、いつも

聞かれることが 2 つあります。まずは、雁木を

使うに当たってどういう許可を取っているのか

ということです。「自由使用です。」と言うと、

必ず皆さんメモをとっています。3年ほど経った

らその質問はなくなりまして、世の中みんな自

由使用になったのかなと思ってしまいます。 

それから、他の同業他社といいましたが、広

島には少し違った形の遊覧船事業者がいらっし

ゃるのですが、そういうところとどのように連

携しているのか、例えば安全のルールはどうし

ているのか、というような質問を受けます。 

これは今の私の考えですが、まちによって合

意形成の仕方が違うのではないかと思っていま

して、私が拝見している中では、大阪は色々な

水上交通の業者さんがいますが、ちょっと力が

あるというか、昔からある大きい人たちの心が

広いように思います。そしてみんなをまとめる

人がいて、まとまっているのかなと個人的には

思っています。 

広島の場合は、私たちにもまだまだそんな力

はありませんが、だからといって行政がこれを

整理しようとしても決して上手くいかないと思

います。公平性、公益性というものが、かえっ

て壁になっているのではないかと見受けること

もあります。 

あとは、東京がそういう意味ではとても苦労

しているという話も聞きますが、これも東京な

らではの答えを見つけ出していかなければいけ

ないのではないかと思います。 

 

陣内 東京は本当に苦労が多くて、大変です。

先ほどの伴さんのお話の中で、水上タクシーの

鍵の管理が本当にややこしくて、3日も 4日も手

続きにかかってしまうばかばかしい状況だった

ということですが、それを克服した訳ですよね。 

それは元々、防災船着場としてできていると

ころに柵があって、その鍵が管理されていたけ

れども、今は鍵の管理をＮＰＯが自らなさるよ

うになったということで、本当に驚くことです。 

一方、広島の雁木タクシーの場合は、雁木と

いうのは柵も何もなくて少し危ないかもしれな

いけれど、ともかくそこを掃除して使ってしま

おうということです。 

だけど、それを一つのＮＰＯだけが独占して

使っているというイメージが出てしまうと、ま

ずいということもあるのではないですか。雁木

はだれが使ってもいいということですよね。 

 

     

 

氏原 雁木を使うのには相当数のボランティア

が必要なので、今のところ私たちの後に出てく
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る人はいませんが、やはり既存の国が造った桟

橋などはまだまだ自由には使えない状況にあり

まして、そういったことをまだ行政が整理でき

ていません。 

一つの桟橋を色々な人たちが使うには、ルー

ルとともにマナーが必要だと思います。行政は

ルールを作ることはできても、マナーまで徹底

することは難しいのではないかと思います。そ

こを上手くやってらっしゃるのが大阪なのかな

と思います。 

 

陣内 その辺は谷本さん、どうでしょうか。一

つの要のポイントになると思いますが。 

みんなが色々なことを考えて、マナーも自分

たちで作りながら、場合によってはＮＰＯとい

う形で社会実験から始めることも多いかもしれ

ませんが、段々と合意や約束事ができ、使われ

る方向にいっているような気もしますが、東京

はまだまだ大変です。 

その辺の問題はデリケートですけれども、何

かご意見はありませんか。 

 

          

 

谷本 ちょっと堅苦しいことを言うと、元々、

川というのは危険もはらんでいる場所だという

ことと、これは河川管理に限らず日本の法律は

みんなそうですけれども、人間は放っておくと

悪いことをするものだという前提で法律が出来

ているということがあります。 

だから、悪いことをしてはいけませんとか、

悪いことをしたらこういう罰則がありますとい

う法律はあっても、良いことをしたら褒めると

いう法律はない訳です。99 人がルールを守って

も、1人がルール違反したら、やっぱり厳しいル

ールを変えることができないという法律の仕組

みになっています。それを、厳格に運用してい

る限り、この壁は越せないと思います。 

そこで、さっき申しあげた社会実験として試

しにやってみるというのが一番良いのではない

かと思います。 

あるいは、大規模でなければこっそりやって

みるという手もあります。 

先生のご講演でも紹介のあった、田中栄治さ

んの e ボートですけれども、あれは平成 7 年に

多摩川で浮かべたのが川では最初ですが、あの

ときは誰にも相談せずに川に浮かべて、浮かべ

た次の日に、当時私そこの所長でしたので、あ

なたのところの川で勝手にやりましたという報

告に田中さんが来られました。 

それは、別にルール違反でも何でもなくて、

自由使用の範囲だから問題はありませんでした

けれども、役所に聞くと駄目といわれるかもし

れないから、実績をつくってからこそっと報告

に来たということでした。 

やって良いことと悪いことがありますが、そ

ういう知恵をみんなで出していくしかないので

はないでしょうか。 

 

陣内 最初からやってもいいですかと来られた

らお答えしにくいですもんね。それは阿吽の呼

吸で上手くいったということですね。 

ご質問の中に「元気のない地方都市において

人が集まり、弱り果てた商店街を元気にできる

ような水辺づくり、水辺使いがあればご教示く

ださい。」という質問があります。 

私への質問ということですが、例えば徳島も、

水辺の魅力づくりが、やがて商店街の方にまで

広がっていくようなことを考えたいというお話

がありましたよね。 

水辺の再生、水辺の親しみある空間づくりと

いうのは、当然、広がりを持って商店街やまち

全体の元気、個性につながると思います。 

この間、東京で水の空間を生かしたアクアツ

ーリズムというテーマでシンポジウムをやりま

した。これもなかなかおもしろいテーマで、考

えてみれば、日本の観光の中で水と絡んだもの

というのは江戸時代からたくさんある訳です。
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もちろん大阪もそうでしたし、江戸もそうでし

た。 

江戸や大阪の楽しみ、ツーリズムというのは、

本当に水とつながっていました。行楽へ遊びに

いくのも船で行く、あるいは旅館や料亭が水辺

にある、京都はまさにそうですが、それを現代

的にアクアツーリズムという形でもう一度考え

直したいというシンポジウムがありました。 

それから、まちづくりの中でも、川沿いの景

観をよくしていこうという考え方や意識、活動

がそっちへ広がっているということもあります。

広島なんかは、まさに水辺の景観が先にあった

ような気がします。 

広島の水の景観は本当に先進的で、気持ちの

良い水と緑の空間が整備されています。そこに、

段々とＮＰＯや市民のアクティビティがついて

きたというのが広島だという気がします。 

そうやって水から始まって、アクティビティ

を広げていく、あるいはまちづくりや商店街振

興につなげていくことは可能だと思います。 

また、アクアツーリズムということになると、

みんなのイメージを膨らませなければなりませ

ん。歴史的な建物や橋、史跡、物語、神話的な

ものなど、大阪でもそういうことを掘り起こし

ながら色々な物語をつくっているような気がし

ます。 

そういう広い意味での文化、観光を絡めなが

ら、水辺の魅力づくりをやっていくと、必然的

にその方向にいくのではないかと思います。 

その辺のテーマについて、中村さんどうでし

ょうか。商店街づくりとのつながりといったこ

とも含めまして。 

 

         

 

中村 私がいる商店街も昔は良かったですけれ

ども、それが段々と悪くなってきていて、今で

は水辺のほうがずっと良くなっています。 

これからは川を良くしていって、そこに人が

集まってきて、その人たちが商店街に行くとい

うような反対の流れになるのではないかと思っ

ています。 

そうなってくると、やはり環境を良くしてい

くということが全体のまちづくりにつながって

いくと思います。 

徳島の場合、非常に川が多いし、それを活か

していくと非常にいいまちづくりができます。

遊覧船にしても、最初は 100 人だったのが今で

は 50,000 人も乗るようになりました。 

相当の人が川に来るようになって、船に乗る

のも長いときであれば 2 時間も待って船に乗り

ます。 

そのとき商店街に行きますと、人がだれもい

ないということがありますが、これからは川が

よくなってきて、それから周辺がよくなってき

て、それから商店街がよくなっていく、そうい

う逆の流れになっていくのではないかと思って

います。 

ですから、障害者もお年寄りも子どもも、誰

でもが楽しめる川、そんな川ができていくと、

今の川が観光資源にもなってきて、大きなもの

になると思います。 

川づくりですから、あんまり短く考えるので

はなく、私が掃除でも「石の上に 3 年。川の上

に 10 年。」と言いますが、じっくりと構えるこ

とが大切です。 

小さなことでも継続していきますと、ものす

ごく変わっていきますので、近いうちに商店街

も川から活性化できるのではないかと思ってい

ますし、そういうまちになっていった方が、こ

れからの商店街にとってもいいのではと思って

います。 

 

陣内 よく使われる言葉で「回遊性」という言

葉がありますよね。川があり、その後ろにまち

が広がっている。そこへみんなが自然に流れて

いって、場合によってはそこに路地があったり

迷宮があったり素敵な商店街があったりする。 
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川というのは夜もいいですよね。徳島の夜の

川はを知りませんが、一般論として大阪とか。 

 

中村 夜の川も良いですよ。 

 

陣内 夜の川がいいということは、夜の散歩や

歩いて飲みに行ったり食事に行ったりするのも

楽しいですよね。 

 

中村 今は台船の上でお酒を飲んでいるぐらい

ですが、近いうちに、周辺の人が夏になると夕

飯を川辺で食べたりするようなまちにしたいと

思います。 

夕飯は新町川で食べようとか、助任川のとこ

ろで食べようとか、そういうように市民が川辺

に寄ってくるようなまちにできるのではないか

と思います。 

 

陣内 それいいですね。本来、日本のまちはみ

んなそうだった訳ですよね。大阪も江戸も京都

も、川沿いで食事をしたり飲んだり楽しんだり

時間を優雅に過ごす場所が一杯あったのが、な

くなってしまった。 

だけど、みんな離れていたのがまた戻ってく

るまちづくりということで、徳島はその先駆け

になってもらえればと思います。 

 

中村 潮風に吹かれるとものすごく元気になり

ますから。 

 

陣内 そうですね。それでは大阪はどうでしょ

うか。東京ばかりに開発が集中して大阪は元気

がないという意見をよく聞きまして、そう刷り

込まれていました。 

実は全然そうではないということで、水を媒

介してのまちづくりや文化、観光振興というこ

とについては、大阪が今、すごく元気な訳です。 

 

 

        

 

伴 川のすぐ近くに天神橋筋商店街という、日

本で一番長いと言われている 2,600ｍの長さの

商店街があります。日本で一番長いというのも

詳しく調べてはいませんが、よそから文句が出

ていませんので恐らく日本一だろうと思います。 

回遊性ということでいうと、かつての天神橋

筋商店街は疲弊していました。空き店舗問題と

いうテーマで経産省から何かやってくれと言わ

れまして、色々なシンポジウムをそこでやりま

した。 

そのときに、商店街の端から川のある天神橋

まで歩いてくると 1 万歩になるから、歩き通し

たら万歩状というものをあげましょうというこ

とで、商店街と川が組みました。 

そして、すぐ近くに天神さんの神社がありま

すので、そこで巫女さんから確かに完歩しまし

たという証明書をもらって、そして船に乗りに

来るというシステムをつくりました。それが回

遊性ですね。 

日本一長い商店街を歩いて船に乗って、船か

らは高速道路が上を通っている東横堀川を、日

本一長い川のアーケードがあるということで、

日本でも珍しいと紹介しながら道頓堀まで行く

とか、色々と知恵を使って回遊させる仕組みを

作り上げた結果、かつての天神橋筋商店街は空

き店舗が多くありましたが、このごろは満杯に

なっています。 

だから単品ではなくて、商都大阪とか水の都

とか落語とか何もかも、色々な仕掛けづくりを

複合的にすることです。 

例えば、天神さんの横に落語家が繁昌亭とい

うのをつくったとお話しましたが、下手な落語

家ばかり呼んできて受験生に聞かせるという企

画しました。下手な落語家のオチがない落語を

聞いたら試験に落ちないという、そんな落語を

する訳です。 

そうやって、どんどん複合的に楽しませてい
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くことをすると、下手でも落語家はお金をもら

えるという。受験生は笑ったら落ちるので、一

切笑いません。そんなことを複合的にやってい

くというのが大阪ですね。 

 

陣内 すご過ぎますね。ぞくぞくとアイデアが

出てきて本当にすごいです。本当に本質をつい

たお話で、なるほどなと思いました。 

柳川は昔から観光のまちで有名ですが、掘割

が大切にされて復活して、色々と環境整備も行

われて、水辺に広場ができたりしていますよね。 

そういう中で、何か質的に変わっていってい

ることってありますか。観光の仕方やもてなし

方が変わるとか。 

アクアツーリズムということを私たちが言っ

ていますが、従来の柳川に皆さんが期待してい

ることとして、船で回って白秋の足跡をたどっ

たり、ミュージアムに行ったりということはイ

メージできると思いますが、もう少しまちづく

りに反映するとか、いいお店が水辺に出てきて

いるとか、違う展開はありますか。みんなが水

辺に親しむからこそできるような。 

そこに民間とかＮＰＯが対応するといったこ

とも含めて。さっきイベントをずいぶん見せて

いただきましたが、まちづくりとかまちの商業

振興とか、普段の生活空間が良くなるとか、そ

ういった方向での傾向はどうでしょうか。 

 

         

 

山田 今は、一昔前みたいに団体のお客様より

も個人のお客様が増えているのが実情です。 

来月から 1 ヶ月間の社会実験で、川下りのル

ート上に自由に乗り降りできるスポットをつく

ったり、そこを拠点に、武家屋敷とか寺社仏閣

とか昔からあったものを掘り起こして、まち歩

きつなげていこうという実験をしたりしている

ところです。 

その中で指摘を受けたのが、柳川市にも柵が

多くなったという指摘を受けました。 

数年前、高畑勲監督に来ていただきまして、

あの頃と比べて柵が増えて、水との距離感が出

てしまったということを言われまして、そうい

ったことは我々もこれから水に近づけていく、

水と親しむ取組をする上で、検討していくべき

課題かなと考えています。 

 

陣内 氏原さんの話の中に、安全をみんなで考

える、情報を集めるという話がありましたが、

みんなが場所ごとの状況を認識して、できるだ

け柵がなくて近づけるような配慮も必要じゃな

いかと思いますが、その辺はどうですか。 

 

         

 

氏原 広島の場合は、本当に川という素材が良

いと思います。これまで国交省も、とても素晴

らしい整備をされてきているので、基本がこれ

をどう活かしていくかという考えです。 

雁木タクシーも、良い雁木を使いながら残し

ていくということをテーマにしていますが、私

たちがやろうとしていることは、もっと暮らし

の中で雁木や川を見つめてもらおうという取組

が根本にあります。 

街中に 400 箇所も雁木がありますので、もっ

と子どもたちが雁木を使って遊んでもらえれば

いいし、川に下りていってもらってもいいと思

います。 

そのために大人が川に出て、雁木を見守って

いるようになればいいなと思います。 

もっと言えば、雁木タクシーにとっては、そ

うした町内会ごとにマイ雁木みたいなのが出て

きて、掃除なんかをしてくれると、そして陸上

スタッフなんかしてくれるとありがたいなと思

っています。 

そういう風に、市民を巻き込んでいくことに

よって、安全管理の考え方も変えていければと

思います。 
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陣内 そうですね。環境教育といいますか、子

どもの教育として、水辺の環境に親しむ、水の

中に入ってしまうぐらいのことをやることによ

って、柵の問題も新しい展望が開けるかもしれ

ませんね。 

その辺は徳島では、どんな感じですか。子供

たちもみんな水の中に入って、掃除や水に親し

むといったことをしているのでしょうか。 

 

       

 

中村 最近は子どもがたくさんきます。掃除に

も小学生がたくさん来ますが、新町川で泳ぐ子

もいます。割と汚いですけれども、子どもが泳

ぎ始めたら、私もその子が上に上がるまで帰れ

ません。もう上がれと言っても、なかなか水か

ら出てきません。 

かつてはそんな子もいませんでしたが、今は

新町川でも町内の子どもが川へ遊びに来るよう

になりました。 

 

陣内 会場からのご質問がもう一つありまして、

伴さんへのご質問ということですが、他の皆さ

んにも広がることと思います。 

「大阪には大学がたくさんありますが、ご紹

介いただいた活動の中で大学と協働で進められ

たことがあれば教えてください。また、研究室

に望むことがあれば教えてください。」というこ

とです。 

最近、あちこちの地域活性化の方法を見てい

ると、外部から人が入ってきて、あるいは招い

て、今までとは少し違う組み合わせで色々なア

イデアを出して、事が非常におもしろく動いて

いるということもあると思います。 

大学が関与することもあると思うし、あるい

はアーティストの場合もあると思います。 

一番分かりやすいのが越後妻有地域の例です

が、新潟の限界集落と言われている過疎の農村

地帯に、北川フラムさんという芸術のプロデュ

ーサーが関わって、トリエンナーレという芸術

祭をしました。 

世界中の有名なアーティストとコラボレーシ

ョンして、そこで色々な作品を作ってもらう。

そして地元の人が作品を作るのを手伝って、ボ

ランティアの人がたくさん東京から行くという

ような例もあります。 

大阪でもアートが入って活性化しているとい

うお話を伺っておりますし、先ほどの広島の例

でも、すごく格好いいアーティスティックなイ

ベントもやっていますよね。 

各地でそういう動きがあって、もしかしたら

徳島や柳川でもそういうものがあるかもしれま

せんが、そうやって地元の人たちだけではなく、

あるいは地元の人でも、従来は水辺の環境づく

りに関わってこなかったアーティストやプロデ

ューサー、映像作家などとコラボレーションす

るような、今までと少し違う水辺の楽しみ方、

活性化の仕方、演出の仕方、若者の関わりとい

うものがあっていいと思います。 

クリエイティブな人たちがポスターや映像を

格好よくつくるというご紹介もありましたが、

そういうクリエイティブなあり方について、そ

れぞれ簡単にお話いただければと思います。 

 

  

 

伴 大阪ではつい 1 週間ほど前に、「水都大阪

2009」という水辺のイベントが終わりました。 

外側からアーティストが来て色々なことをす

るのも刺激になりますけれども、最近、大阪が

なぜ成功しているのかと考えたときに、昔はよ

く「若者、ばか者、よそ者」と言われていまし

たけれども、大阪では今、「年寄り、知恵者、地

の者」という 3 つの柱で活性化し始めたと思い

ます。 

色々な市民も一緒にやろうということで、地

元の人、例えば神主さんや宮司さん、お寺の住

職、町会長に動いてもらい、なおかつその土地
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の知恵者であるお年寄りを引っ張り出して、

色々な情報を聞くということです。 

先ほどの七夕祭りもそうで、今までは星に願

いをということで空のきれいな星に向かって願

いをかけていましたが、実際にその星に行った

ら摂氏 400 度の星だった、亜硫酸ガスの星で人

間は住んでいられない星だったということで、

銀河系で一番きれいだったのは、実は自分たち

の足元の星でした。 

それで、地球を愛しましょうという環境のイ

ベントとして七夕祭りをしています。 

自分たちのふるさとの情報、情報というのは

情けに報いると書きますが、これは昔の人でい

うと訪ねてきた人への土産話です。 

土産というと、すぐに物産で土産をつくると

いうのではなく、土産話を大阪でつくって、そ

れは荷物にならないので帰って伝えてもらって、

またそこに行きたくなるという、そういうまち

づくりを大阪では今、やっています。 

 

陣内 本当に目から鱗が落ちる感じですね。見

事に私の質問の浅はかさが露呈してしましまし

たが、本当にそうだと思います。 

日本はどこかのまちで成功すると、みんなが

それに流れる傾向があって、これからはアート

だということで今、日本のまちづくりではクリ

エイティブシティ論が活発になっておりまして、

アートとまちを結びつけようという動きが多い

訳です。 

もちろんそれも、上手くやれば長続きします

が、もっと本質的には、先ほどのお話のように

地元のお年寄りの知恵、地元の情報といったも

のがもっともっと発揮されるようにということ

ですよね。 

川づくり、水を生かしたまちづくりといった

ことが大きなテーマとして、皆さんからお話が

出ていますが、ここまで聞いて谷本さん、いか

がでしょうか。 

 

                

 

谷本 川が流れているまちがそれぞれ違うよう

に、こういう川が一番素晴らしいという理想形

があるわけではないですよね。 

ですから、結局は地域の人がその川をどう思

って、どのようにしていくのかということだと

思います。それを最近、私は「川は鏡です。」と

いう言い方をしています。 

「子は鏡」という言葉があって、子どもの振

る舞いを見ると、親御さんや家庭がどういう環

境なのか、あるいはどういう育て方をされてい

るのかが分かるという意味ですが、同じように

川がどんな状態で流れているのか、川沿いの状

況がどうなっているのかということが、そのま

ちの人々の暮らしぶりや川に対する想いを映し

ている鏡だと思います。 

ですから、知らないところに行って、川に風

情が感じられるとすれば、やはりその地域の人

やまちもそうなっているだろうし、川に対する

想いもそうなのだろうなと思います。 

何も答えになっていませんが、要は千差万別

色々な答えがあって良いけれども、それぞれの

まちにおいて「これがうちのまちの川です。」と

人様に自慢して紹介できる川になってほしいと

思います。 

 

陣内 それでは最後に、今日、4つのまちの事例

をご報告いただきました方々それぞれに、今後

の抱負といいますか、こんなことをやってみた

い、こんなことを考えている、あるいは会場に

いらっしゃる方へのメッセージを簡単におっし

ゃっていただきたいと思います。 

 

                 

 

氏原 私自身、今日、とても勇気づけられたの

は、中村さんの発言が前向きなことしかなかっ

たことです。 
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私も活動を始めて 5 年目で、まだまだ大変な

こともありますが、中村さんも最初の 1 年目は

年間 100 人しか乗らなかったということを聞い

て、少しほっとしたりもしています。 

一番大切ことは、こうやって自分たちがやっ

ていることに自信を持つことではないかなと思

いました。 

そして、少しの勘違い、私なんかは大きく勘

違いをしていますが、まちは自分たちで変えて

いくという気概をもってやっていく、このこと

はずっと継続していきたいなと感じています。 

 

陣内 ありがとうございます。それでは、伴さ

んお願いします。 

 

伴 私たちも今年が大阪の水都元年ということ

で、怒られるかもしれませんが、大阪の天神橋

筋商店街に水溜りをつくろうかと考えています。 

うちの子供たちが幼稚園のとき、雨があがっ

て晴れていても、わざわざ親の手を離してまで

水溜りに行っていつまでもパチャパチャしてい

るのを見て、人類が水を好きな本来の姿はこれ

じゃないのかと思っています。 

本能的に水が好きだということで、天神橋筋

商店街に穴を掘って水を貯めたりして、子ども

が歩いたときにパチャパチャできるような原点

に帰った水辺の遊びを考えてみたいと思います。 

 

陣内 ありがとうございます。それでは山田さ

ん、お願いします。 

 

山田 私たちはやはり、上流から流れてきた水

を掘割のところで汚さずに海に帰していくとい

う取組を継続していきたいと思います。 

将来の子どもたちにそれをきれいな状態で残

していく取組を色々とやっていきたいと思って

います。 

 

陣内 ありがとうございます。それでは中村さ

ん、お願いします。 

 

中村 まちづくりとか川づくりというのは、や

はり相手を良くするという気持ちを持たなくて

はいけないと思います。 

新町川を良くしようと思えば吉野川を良くす

るし、吉野川を良くしようと思えば源流から良

くしていくという。 

さらに、今、筑後川と吉野川の兄弟縁組を結

ぼうとしていますが、徳島の川を良くしようと

思えば、筑後川も良くしていくというように、

相手も良くしていく。 

連携というのは、自分から出かけていくこと

だと思います。そして、自分たちのまちは自分

たちでつくっていく、それをみんなが応援して

くれるのではないかと思っています。 

それから、身障者にも健常者にも誰にでも使

いやすいような川づくり、それがいいまちづく

りになってくると思います。 

みんなが楽しめるような川になっていきます

と、みんなが川に集まってくると思います。 

今、徳島の場合は、川、川、川となっている

ように思います。これから徳島のまちも、大き

く変わるのではないかと思っています。 

 

陣内 ありがとうございます。もう１回谷本さ

んに、全体をお聞きになってご感想をいただけ

ればと思います。 
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谷本 感想ばかりしゃべっていますが、今日ご

発表していただいた 4 人の方は、非常に上手く

いっている、苦労をしながらも、なんとか軌道

に乗せて順調にいっているという事例ですよね。 

こんなことを言うと怒られるかもしれません

が、これからきっと、何か次の壁があるだろう

と思います。その壁に出会ったときに乗り越え

ていく原動力というのは、結局、人のチームワ

ークしかないと思います。 

今日、それぞれ持ってきていただいた情報は、

私には新鮮なものがたくさんありましたけれど

も、皆さんにとってもそうではなかったかと思

います。 

直接ではないにしても、自分のまちの川にア

レンジして使うということが、次の壁の突破の

原動力になってくれると、今日のこういった集

まりに大変意義があったと思います。 

 

陣内 ありがとうございました。今日、ご発表

いただいた 4 つのまちというのは、日本の中で

も際立って意欲的に色々なことをやられていて、

成果をあげている地域です。 

特に、都市の中で、街の中で水辺を活かして

いる良い事例というのは、日本にまだまだそう

たくさんはありません。 

自然河川というのは結構ありますが、街の中

の水辺をいきいきと再生して、活用されて、文

化を発信しているというところまでもっていっ

ている事例はそう多くはない中で、どのまちに

も可能性があるということを感じていただけた

かと思います。 

今日も話題になりましたが、今まで河川とい

いうと管理、規制が厳しかったですし、市民の

側にもなかなかそれを乗り越えて親しもうとい

う機運が少なかった訳で、本当にこれからだと

思います。 

海外のまちと比べても、日本には本当に住民

のおもしろい活動がたくさんあります。 

ヨーロッパなんかでは、自治体が都市計画の

中でしっかりと水辺空間をつくっていくもので

すが、日本の場合は、住民の自発的な、本当に

何かやってみたいというエネルギーが人々の中

に一杯あって、よきリーダーがいて、よき場が

作られています。 

本当にユニークで、エネルギッシュで、クリ

エイティブなイニシアチブがどんどんと膨らん

で展開してくと、それが日本のまちづくりの大

きなパワーになるということです。 

それが出てくると、行政も当然、それを応援

してくれるということになりますが、中村さん

がおっしゃっている行政参加という言葉は重要

で、特にこの水辺づくり、ここから始めるまち

づくり、地域おこしにとって、そういうメカニ

ズムが大変効果的だし、実績を挙げているので

はないかと思います。 

今日は色々な話題が提供されたので、それを

掘り下げることができれば良かったのですが、

例えば川というのはまさに上流から下流までつ

ながっていますので、本当に連携が重要で、だ

からこそ川の駅をつくって結んでいきましょう

という流れがあります。 

かつては、人も情報も物もそこでつながって

いたので、地域が一つの利害をともにする共同

体を持っていた訳です。それがみんなバラバラ

になってしまって、つまらなくなってしまって

います。だから広域、源流の魅力、源流の森林

を大切にし、海まできれいな水を戻すというこ

とも大切です。 

観光を考えたときも、本来は船で周遊すると

いう文化がどこの地域にもあって、海の周りだ

けでなく、中の河川までのぼっていっていまし

た。そういったことまで、観光の枠を広げてい

くということも、次のステップでは大いにある

だろうと思います。 

いずれにしても、地域が持っている人や知識、

経験、それをさっき伴さんは「お年寄り、知恵
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者、地の者」と表現しましたけれども、それら

を複合的に組みあせていくまちづくりが大切だ

ということですね。 

そして何よりも、楽しむことです。日本人は

本来、その遊び心を持っている訳ですから、そ

れをもっと大きく育てて水を中心に展開すれば、

舞台は揃っているのではないかと思います。 

今日はこういうことを議論するには最高の場

所である、徳島の新町川の近くでこういう会を

持つことができました。 

皆さんに積極的に議論に参加していただき、

これから色々と考えていく上での刺激になった

ことと思います。 

それではそろそろ閉じたいと思います。どう

もありがとうございました。 




